
大阪市生野区

中川遺跡発掘調査報告

2012.3 

財団法人大阪市博物館協会

大阪文化財研究所





大阪市生野区

中川遺跡発掘調査報告

2012.3 

財団法人大阪市博物館協会

大阪文化財研究所







調査地遠景(西から)



大阪市生野区

中川遺跡発掘調査報告

2012.3 

財団法人大阪市博物館協会

大阪文化財研究所





序文

中川遺跡は、生野区中川二丁目付近で発見した新たな遺跡であるO 本書は2010年度に行っ

た初めての発掘調査の成果を収録したものである。

中川遺跡、の西に存在する上町台地上の各遺跡では、開発に伴う発掘調査を数多く行い、成

果が蓄積され遺跡、の実態の解明が進んでいるO しかし、河内平野の中でも今回の調査地周辺

の発掘調査は進んでおらず、いまだ遺跡の実態は不透明なままであった。

こうした状況下、 2009年度に試掘調査が行われ、新たな遺跡の存在が明確になった。引

き続き2010年度に本格的な調査を行った結果、弥生時代中期~近代の遺構や遺物を検出し、

特に平安時代末期から近代にかけては耕作地が拡がっていたことが判明したことから、同遺

跡における人々の活動を復元していく上で貴重な研究材料を得ることができた。

しかし、現状では発掘調査の第一歩を踏み出しただけであり、遺跡の実態を解明するには

まだ時間がかかると思われ、今後の成果に期待するところが多い。

今後周辺での調査が行われ、資料が多くなるにしたがい、同遺跡の具体的様相と周辺地域

を含めた中河内地方の歴史が解明されていくと思われる。

最後に、発掘調査ならびに報告書刊行に当ってご尽力をいただいた大阪市交通局ならびに

関係者各位に心より感謝の意を表したい。

2012年3月

財団法人大阪市博物館協会

大阪文化財研究所

所長長山雅一





例 仁コ

一、本書は財団法人大阪市博物館協会大阪文化財研究所が2010年度に実施した大阪市生野区中川二丁目における発掘

調査(NK10-1次、NKは中川遺跡、を示す)の報告書である。

一、発掘調査と遺物整理、報告書作成の費用は大阪市交通局の負担による。

一、発掘調査は、財団法人大阪市博物館協会大阪文化財研究所次長南秀雄および同長原調査事務所長佐藤隆(現東淀

川調査事務所長)の指揮のもと、同主査酋村公助が担当した。調査の期間・面積は第E章に記す。

一、本書の編集は、佐藤の指揮のもと、主に西村が行い、同研究所学芸員渡溢晴香がこれを助けた。執筆は西村ーが行っ

たほか、第N章はパリノ・サーヴェイ株式会社の報告文を掲載した。また、貝類の同定は大阪歴史博物館池田研

が行った。

一、本書の用字用語や体裁などの調整は、佐藤のほか、同研究所総括研究員田中清美、事業企画課長代理清水和明、

学芸員小倉徹也の報告書校正委員が行った。

一、 基準点測量は国際航業株式会社に委託した。

一、自然科学分析はパリノ ・サーヴェイ株式会社に委託した。

一、遺構写真は主として西村が撮影し、一部を寿福写房の寿福滋氏に委託した。遺物写真の撮影は阿南写真工房の阿南

辰秀氏に委託し、一部を西村 .i度遣が撮影した。

一、発掘調査で得られた出土遺物、図面 ・写真などの資料はすべて当研究所が保管している。



凡例

l 本書で用いた層序学 ・堆積学などの用語の中で、遺跡の地層に係る特殊な用語については[文化庁文化財部記念物

課編2010Jに準じる。

2 遺構名の表記は、溝(SD)、井戸(SE)、土墳(SK)、杭(SP)、その他(SX)の分類記号の後に、各層序ごとに通し番号

を付している。

3 水準値はT.P値(東京湾平均海面値)を用い、本文中ではITP+OmJと省略した。また、座標値はlisIJ地成果2000J

に基づく 。 図中の方位は図 1 ~ 4 が真北を基準に、それ以外は座標北を基準にしている 。

4 本書で用いた地層の土色は[小山正忠・竹原秀雄1970Jに拠った。

5 引用文献は巻末に示した。引用文献は本文中に[筆者または編集発行者 発行年]のかたちで表示するので巻末で検

索されたい。
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第 I章遺跡の立地と既往の調査

中川遺跡は生野区中川に所在する(図1)。同区の西側

には、南北に延びる上町台地がある。同台地は大阪城を

北限とし、大阪市の南方にいたる南北10km余り、東西幅

2-3 kmの洪積段丘で、ある。その台地は大阪城近辺が標

高25mと最も高く、天王寺より南で、は標高15-10mと南

へ高度を下げ、大和川以南ではふたたび高度を上げ泉北

台地に連なっている。台地西側は崖や急斜面が形成され

ており、難波砂堆と埋立地を経て大阪湾に至る。 東側は

緩やかに傾斜して河内平野に没する。台地東辺には平野

川が北へ流れ、大阪城の北東部で、流れを西に向け大阪湾

へと注いで、いる。遺跡が所在する生野区中川は、平野川

の右岸に位置し、現地表の標高は2.8m前後で、大局的に

は、南西が高く、北東が低い南西一北東へ傾斜する地形

である。 図l 中川遺跡の位置

調査地の北約1.lkmには上町台地の東側の裾野に所在する大今里遺跡があり、本遺跡からは古墳時

代の船材が出土した[新修大阪市史編纂委員会1988Jo2010年度には、同遺跡を通る中~近世の主要

道路であった暗峠越奈良街道沿いで、調査を行っており、中世以前の河川、中世の水田、中世~近世の

耕作痕跡を見つけている。中世以前の河川は同街道の方向とほぼ一致することから、この河川が埋没

した後、自然堤防上に街道が通るようになったと推測している[大阪文化財研究所2010J。

北西約1.5kmには上町台地の東斜面から裾野にかけて所在する宰相山遺跡があり 、縄文時代~中世

の土器や奈良時代の船材が出土している[新修大阪市史編纂委員会1988J0 2002年度の調査では、 7

世紀後半の土器とともに木製鋤が出土した。宰相山遺跡、SS95-2次調査地では縄文時代早期の土器、

弥生時代前期や同中期の土器、古墳時代後期の土器や埴輪も出土しており、河内湾から潟湖に変わる

時期にも台地東部で生活を営んでいたことが判った。飛鳥時代や奈良時代、平安時代、中世の遺物の

報告もあり、遺構の検出状況や出土遺物の検討から、当遺跡は難波宮の京域の東端であったのではな

いかという推測が提示されている[大阪市文化財協会2004aJ。また、 2003年度の調査では、7世紀中

~後葉の溝から、半裁した丸木を引りぬいて船槽を作った大型の丸木舟形の舟形木製品が出土してい

る[大阪市文化財協会2004bJ

西約1.3kmには台地の東斜面に所在する細工谷遺跡があり、 1996・97年の調査では和同開弥の枚銭

や鉄製の金錯、鍛造の有肩式鉄斧なととの金属加工関連遺物および、百済尼寺の存在を示す多数の墨書

唱
B
E
E-



関 山地の斜面
谷底平野

図 JtT丘高位 昌 洪積段丘下位 阻 沖積段丘
図段印した扇状地 図 E滞在低地 図 自然堤防 口 砂堆・砂州

宮古百 台地段丘上の
民J;;till凹地・浅い谷

~旧天井川山
天井川沿いの微高地

口 氾濫平野埋土地
盛土地・河川・溜め池

図2 大阪平野とその周辺の地形分類図(土地条件図[建設省国土地理院1965]に一部加筆)

土器や瓦などが出土している[大阪市文化財協会1999J。また、百済王氏の氏寺である堂ヶ芝廃寺が

所在している[大阪市文化財協会1997J。

南西約0.9kmには台地の東縁辺に所在する勝山遺跡、その南側には御勝山古墳が所在している(図3・

4)。御勝山古墳OK90-2次調査地では縄文時代早期末~前期初頭の土器を含む流路を検出し、御勝

山古墳の外堤の可能性がある盛土遺構SX01からは円筒埴輪、鰭付円筒埴輪、衣蓋形埴輪、家形埴輪

が出土した。 また、耕作している地層からは奈良時代の遺物が、平安時代の溝からは、 11世紀末~13

世紀初頭の瓦器、白磁などが出土した[大阪市文化財協会2009J。

御勝山古墳は上町台地の東縁部の低い正陵上に立地する。1974年の調査で茸石や周濠が確認され、

埴輪が出土したことから、 5世紀前半の全長120m(濠を含めると150m)の前方後円墳であることが

判明した[難波宮祉顕彰会1974J。

御勝山古墳から西へ750m地点では勝山北一丁目所在遺跡(現勝山北遺跡)がある。ここからは中

世に埋没する谷が検出され、古代から近世にかけての周辺の地形や土地利用の変選を知ることができ

る成果を得た[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会2006J。
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図4 大阪市東部の明治時代の地形と遺跡分布(1陸地淑IJ量部大阪地図1886Jに一部加筆)
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第E章調査に至る経緯と経過

調査地は大阪市生野区中川二丁目 9の大阪市交通

局官舎跡地内にあり、周辺では初めての発掘調査と

なる(図3.写真1)0

同敷地内では2009年度に試掘調査が6箇所行われ、

中世 (14~15世紀)の遺物が残存していることが確認

された。これをうけて大阪市交通局と大阪市教育員

会は発掘調査の協議を行い、財団法人大阪市博物館

協会大阪文化財研究所が発掘調査を受託した。

調査は敷地内に東西方向に長い調査区(東西60m、

南jヒ13m)を設けて開始した。調査は、調査区を東と

西に分割し反転掘りで行った。東側を l区、西側を

2区と呼称する。調査面積は780ばである(図 5)。

調査前の準備工事と機械掘削は5月18日から開始

した(写真2)0 機械掘削は現地表(TP+2.3~2.8m)

下約0.3~0 .8mに存在する近代~現代の盛土層までと

し、これ以下は人力と機械で掘削を進め、遺構や遺

物の検出を行い、記録および写真撮影作業を実施し

た。

調査途中の2010年6月7日には委託の基準点測量

(写真3)を、6月29日と 7月30日には委託の写真撮

影(写真4)を実施し、8月20日に現地での掘削作業

を終了した。その後は埋戻し作業などの諸作業を同

年8月28日に終了し、撤収作業を完了した。

なお、調査区全体の地区割は、世界測地系のx=-
148，545、Y=-41，893を起点に北へ15m、西へ65m

の範囲に設定した。区割は 5m毎に北へ算用数字の

1~3 、西へアルファベットの A ~Mを付け、 北西

隅の交点から南東側を l区画の単位とした。区画は

1A ~ 3M地区と呼称することにした(図 5 )。また、

R
U
 

写真 l 調査前(南東から)

写真2 機械掘削状況(南東から)

写真3 基準点設置作業(西から)



遺構番号の数字は、右の一桁目~二桁目が遺構番号、

三桁目は基本の地層番号を示している。

報告書の作成に関しては、 2011年6月から実施し

た。現地で記録した図面・写真の整理を行うとともに、

遺物の洗浄 ・復元、実測を行った。遺物の写真撮影

は専門のカメラマンに委託して行った。これらをも

とにパーソナルコンビュータを使用して作図 ・編集

を行った。 こうした作業と並行して原稿を執筆し、

レイアウ ト完成済みのデジタルデータを印刷業者に

入稿して本書を完成させた。
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写真4 写真撮影状況(南から)
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第E章調査の結果

第1節層序

調査地内の現地表は TP+2.3~2 . 8mで、現代およ

び近代の盛土は機械で除去した。そこから下の地層

は人力と機械を併用して掘削し、現地表下5.0m(TP 

-2.2m)までの地層を確認した。l--j下には各層の特徴

について述べる。

第0層 現代の盛土および撹乱で、 層厚は30~80

cmで、ある。大阪市交通局官舎建設時のコンクリート

基礎および杭などを含む。

第 l 層:灰色(N5/0)~褐色 (l OYR4/4)粘土(細粒砂 写真5 2区地層観察状況(北西から)

の偽喋含む)からなる。 近代の作土層で、層厚は15~40cmで、ある O 上面で明治時代以降の井戸、杭を検出した。

第2層・青灰色(5B5/1)細粒砂混り粘土(シルトの偽喋含む)からなる。層厚は15cmで、ある。作土層

で、江戸時代の耕作に伴う東西、南北方向の溝を検出した。これらは素掘りの溝で、第2層上面で検

出したが、本来は第 l層中に帰属する遺構と考えられる。

第3層:灰オリ ーブ色(5Y5/3)粘土(シルトの偽喋含む)からなるO 層厚は15cmで、ある。作土層で、

鎌倉~室町時代の耕作に伴う東西、南北方向の溝を検出した。これらは素掘りの溝で、第3層上面で

検出したが、本来は第2層中に帰属する遺構と考えられる。

第4層:灰褐色(7.5YR412)粘土からなる O 層厚は 5~20cmで、ある 。 平安時代後期の土師器などの

破片を含む整地層である。

第5層:褐色(7.5YR4/3)粗粒シルト (粘土の偽蝶含む)からなる。層厚はlOcmで、ある。水成層で、あ

るが、上部は人為的に撹#をうけている作土層である。平安時代末期頃の耕作に伴う溝を検出した。

これらは素掘りの溝で、第5層上面で検出したが、本来は第4層中に帰属する遺構と考えられる。

第6層.暗褐色(7.5YR3/4)細粒砂質シルトからなる。水成層で、層厚は20cmで、ある。

第 7 層 .褐色 (7.5YR4/6)細粒砂からなる 。 水成層で、層厚はlO~20cmで、ある O

第 5~7 層は洪水に起因する堆積で、ある O

第8層 :青灰色(5B5/1)~黄灰色 (2 .5Y61l ) 粘土で、植物遺体を含む。 湿地堆積層で、層厚は20~

60cmで、ある O 層内からは飛鳥~奈良時代の須恵器壷や土師器翠が出土した。

第 9 層 : 暗青灰色 (5B4/ 1 )粘土で、植物遺体を含む。湿地堆積層で、層厚は20~40cmで、ある 。 層内

からは飛鳥時代の土師器費と須恵器杯身が出土した。第9層上面は2区西側がTP+O.7m、l区東側

7 
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第田章調査の結果

が0.55mで、西から東へゆるやかに低くなる地形であることが判明した。

第10層黒色(10Y2I1)粘土からなり 、植物遺体を含む湿地堆積層(暗色帯)で、 層厚は20cmで、ある。

第11層:灰色(5Y4 / 1 ) 粘土からなり、植物遺体を含む湿地堆積層で、 層厚は20~50cmで、ある 。 上

面の標高はTP+0.2mで、弥生時代中期の棄が出土した。

第1 2層 :灰色 (N4/0)粘土で、植物遺体を含む湿地堆積層である 。 層厚は20~30cmで、ある 。

第13層・灰色(lOY4/1)シルト質粘土からな り、植物遺体を含む湿地堆積層で、 層厚は40cmで、ある。

第14層 :14a . 14b . 14cの3層に区分した。第14a層は灰色(5Y5/1)細粒砂~粗粒砂からなる。河川堆

積層で、層厚は70cmで、ある。第14b層は暗褐色(10YR3/3)シルトからなり、植物遺体を多く含む。層厚

は5~20cmで、ある 。 第1 4c層は灰色 (5Y5/ l)細粒砂~シルトからなる。 河川堆積層で、層厚は45cmで、ある 。

第15層:灰色(N5/0)シルト質粘土混り細粒砂からなる。上面は中央がTP-1.9m、西端が-1.6mで、

西側が高くなる地形であることが判った。生物擾乱があり干潟の堆積と考えられる。層厚は35cm以上

である。

表 l 層序表

N1<10-1 層l草 上面の保;r:j 1'1然 温情

~I-(: 
岩相(1r互 21壬〉 土色 (Cm) (TP値m) JJ!象 主な遺物 時代

ほか l区 21互

樹脂 fー吉詰ヒ日
第 0庖 現代盛土および托t8U大阪 30- 2.8 現代 現代

市交通局官舎建設時のコ 80 
ンクリート製の~~礎およ

縦ι層波l 
び杭などを合む。)

第 l層 灰色~怯j色粘土(細粒砂 N5/0 - 15- 1.9 -2.2 ←5XI02 I~J 治時代~ 近代~現代
の偽礁合む)[作土府] 10YR4/4 40 iA5P101 flH初年代 の作土問

第 2層 背灰色制粒砂混り粘土 535/1 15 1.8 -2.05 ←50201 ←50219 近 世 近世の作土層

(シルトの偽喋含む)[作 -50218 
土層] 51<220 

第 3層 灰オリ プ色シルト 梶り 5Y5/3 15 1.5 -1.9 ←50301 ← 50306 '1'1止瓦器 瓦 中世 13-15世
粘土(シルトの!高際含む) -50305 など 紀頃の円上層

第 4層 灰褐色粘土 7.5YR412 ;，- 1.4 -1.7 
20 

寄15層 褐色ンルト (l.'j止の偽傑合 7.5YR4/3 10 1.3-1.7 ←5050! ←50505 平安l時代末頃 平安時代末の
む)[上部は作土層、下部は水 -50504 -50514 i王ilii (1土問
成層]

第 6府 H昔褐色調IJt;L砂質シルト [水 7.5YR3/4 20 1.2 -1.6 
成制]

第 7層 縄色調IJ粒砂[水成層] 7.5YR4/6 10- 1.0 -1.4 
20 

第 8R可 青灰色~黄灰色粘土(植物 535/1- 20- 0.9 -I.l MH¥-奈ll'年代頃 飛 !ii-奈良l時代
ill体を含む)[湿地Jll断層] 2.5Y6/1 60 のm!!': 上師時

第 9層 日音背灰色粘土(植物遺体を 534/1 20- 0.5 -0.8 ←乾JH
含む)[湿地堆椛廓] 40 

第 10層 議 色粘土(植物遺体を合 IOY2/1 20 0.35 
む)[湿地堆積府][11音色時

古土焼]

第 11府 灰色粘土 上而批判2を受け 5Y4/1 20- 0.2 ー乾痕 初、'1土器 '.I'WI 弥生時代中 !~J
土壌化(植物遺体を含む) 50 強出土

第 121，自 l六色粘土(植物遺体を含む) N4/0 20- -0.2 --0.1 
[湿地Jl1積層] 30 

第 13層 灰色ンルトt'tt，'j-I:(梢物 10Y4/1 40 -0.4--0.3 
遺体を含む)

第 14a府 灰色細位砂~粗粒砂[水 5Y5/1 70 -0.7--0.6 湧水
成層] 多量

第 14b暗 H青筒色シル卜 IOYR3/3 5 -20 -1.35 -
一1.0

第 14c層 灰色細粒砂~ン ル卜[本 5Y5/1 45 -1.4- i車水
成層] 1.3 多i.l:

第 15府 灰色ンルト IりVi-I'.i見り N5/0 35 -1.9- !I物
祁l粒砂 以上 -1.6 ?量百L

←上聞検出逃椛
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第2節遺構とその遺物

1)平安時代末期の遺構

第5層上面では平安時代末期の溝SD501~514を検出した(図7)。各溝は南北方向に延び、幅は

O.3~2 . 5mで、ある(図 9 ) 。 断面の形状は逆台形で、深さはO.05~O . 38mで、ある 。 埋土は SD501 ・ 513 ・

514がにぶい黄褐色 (l OYR4/ 3) シルト質粘土、 SD502~504が暗灰色 (2.5Y4/2)シルト質粘土で、

SD505~512はオリーブ褐色 (2.5Y4/3)シルト質粘土である。

SD502、 SD505~514からは土師器や瓦器などの破片が出土した(図10) 。 このうち図化したものは

SD502の瓦器椀 1 ~ 3 、 SD505の平瓦 4 、 SD507の平瓦 5 、 SD511 の瓦器椀 6 である 。

1・2は瓦器椀の口縁部で、口縁は内湾し、端部は丸く終わる。口縁部の内外面はヨコナデを施す。

休部の内外面は横方向のヘラミガキのちユピナデを雑に施す。3は高台部で、高台部は断面形状が二

角形の高台を貼り付ける。体部の内面は斜格子の暗文、外面はユビナデを施す。高台部はナデを施す。

これらの瓦器椀は12世紀後半頃のものである。4. 5は平瓦で、凹面に布目が残り、凸面は縄目タタ

キののちナデを施す。6は瓦器椀の口縁部で、口縁は内湾し、端部は丸く終わる。口縁部の内外面は

ユピナデのち横方向のへラミガキを雑に施す。

2)鎌倉~室町時代の遺構

第 3 層上面では鎌倉時代の溝SD301 ~306を検出した(図7) 。 東西方向と南北方向に直線に延びる

ものがあり 、 幅はO.3~3.3mを測る (図11 ) 。 断面の形状は逆台形で、深さはO.06~O.26mで、ある 。 埋

土は SD301 ・ 302が灰褐色 (7.5YR412) 細粒砂質シルト、 SD303~305が暗青灰色 (5B41l)細粒砂質

シルトで、 SD306は上から褐色(10YR4/4)細粒砂質シルト、褐色(10YR4/4)粗粒砂質シルトである。

SD301 ~306からは土師器 ・ 須恵器・瓦器などの破片が出土した(図10) 。特に SD304内からは遺構

の南部で、瓦の破片が集まった状態で出土した。このうち図化したものはSD301の土師器小皿7、瓦

器椀 8 ・ 9 、 SD304の瓦質土器羽釜10、 平瓦11 ・ 12、丸瓦13~ 15、 SD305の瓦器椀16、 瓦質土器斐

17である。

7は土師器小皿で、口縁部は外反し端部は丸く終わる。内外面ともにユビナデを施す。8は瓦器椀

の高台部で、断面三角形の高台が貼り付く 。内面は横方向のヘラミガキを施す。13世紀前半のもので

ある。9は瓦器椀の高台部で、断面逆台形の高台が貼り付く 。内面は摩耗が激しく調整不明瞭で、ある

がナデを施すと思われる。13世紀前半のものである。

10は瓦質土器羽釜で、口縁部は内湾し、鍔部はほぼ垂直に延びる。口縁部および鍔部内外面は横ナ

デを、口縁端部は凹線を施す。鍔の下部は煤が付着している。口縁部と鍔の境の外面に粘土の接合の

痕跡がある。14世紀代のものである o 11は平瓦で、凹面は布目が残る O 凸面はナデを施す。12は平瓦

で、端部は面取りされている。凹面は布目が残る。凸面はナデを施す。13は丸瓦で、端部は面取りさ

れている。凹面は布目が残る。凸面はナデを施す。14は丸瓦の玉縁部で、 15は丸瓦である。14・15の

端部は面取りをしている。凹面は布目が残る。凸面はナデを施す。
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図11 SD301-306断面図

16の瓦器椀は口縁部の内外面はヨコナデを、体部内面はナデを、外面はヘラミガキを施す。13世紀

初頭頃のものである。17は瓦質土器斐の体部の破片で、体部の内面は斜め方向のハケ、外面はタタキ

を施す。外面全体には2次焼成による煤が付着

している O

3 )近世の遺構

第 2層上面では近世の土墳SK220と溝

S0201 ~219を干食出した(図 8) 。

SK220は平面の形状は円形で、径1.1mを測

る。 断面の形状は逆台形で深さ0.18mを測る。

この遺構はS0210を切る。埋土は灰オリーブ色

(5Y 4/2)細粒砂質シルトで、瓦器・土師器・磁

器の破片が出土した。このうち図化したものは

肥前磁器染付碗18である (図10)0 18は口縁部が

外反する19世紀代のものである。
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図13 SD201-219断面図
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SD201 ~219は東西方向と南北方向に直線に延びる ものがあり、幅はO. l~ l. Omを測る (図13) 。 断

面の形状は逆台形で、 i~~ さはO.02~O.14mを測る 。 埋土は SD201 ~211 ・ 214~219がオリ ー ブ褐色

(2.5Y 4/3)細粒砂質シルトで黒色(N2IO)粘土の偽礁を含む。SD212・213は褐色(lOYR4/4)細粒砂

質シル トで、黒色(N2IO)粘土の偽喋を含む。SD207からは陶器や瓦の破片が少量出土したが図化で

きるものはなかった。これらは素掘りの溝で、耕作に係わる溝と推測される。

4 )近代の遺構

第 l層上面では近代の埋楠SX102と杭SP101を検出した(図 8)。
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図14 SP 101・SX102平面断面図
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図15 SX102出土遺物実測図

SX102は径約0.57m、深さ約0.31m

以上を測る(図14)。 木製の桶を埋設

した埋桶遺構である。桶内の埋土は

オリー ブ黒色(5Y312)粗粒砂質シ

ル ト、 掘形の埋土は青灰色(5B51l)

粗粒砂質シル ト、 オリーブ黒色

(7.5Y3/1)粘土である。

掘形の埋土からはガラス瓶、平瓦、

問器、磁器鉢19、シジミ員の貝殻21

1 ~ 5 、 タニシ類22-1・2(写真

6 )、ガラス製おはじき20などが出土

した。

19は近世以降の産地不明青磁鉢で、

口縁端部はつまみ上げた様な形状を

呈する(図15)。 口縁部に雷文、体部

に亀甲文を型打ちにより施す。20は

ガラス製おはじきで、平面の形状は

楕円形で、断面の形状は板状である O

紫色をしており、両面には斜方向の

刻みがある。明治時代後期以降のも

のである。

SP101は丸木23を垂直に打ち込ん

50cm 
でいた。

これらは明治から昭和年代にかけ

写真6 SX102出土遺物貝類

20 

ο 
23 

。 15cm 

1 :6 

図16 SP10Hf:l土遺物実測図



ての耕作に伴う遺構である。
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5)各層出土の遺物

i )土器(図18)

第11層上面では 2E地区で弥生土器斐24が出土し

た(図17)。聾は口縁部を南に向け倒され潰れた状

態であった。費の周囲を精査し遺構の有無の確認を

行ったが、遺構の存在はなかった。

24は口縁部が頚部から短く開く斐である O 最大径

は器高のある体部の上半にあり、器面の調整は外面

が左上りのヘラミガキ、内面は左上りのハケである。

A' 

X-148，539 

TPtO.3m 

二三長丘勾~こ A
02Ocm  

1 : 10 

tO.2m 

図17 第11層上面 弥生土器出土状況平面 ・断面図

口縁部をヨコナデ調整しているが、内面にハケメが

残る。口縁端部は上方に肥厚しており、外端面がわずかに凹む。体部の内面に焦げがあり、外面の中

程には煤が付着している O 弥生時代中期後葉(河内町一1様式[寺沢薫・森岡秀人1989J)に属する O

第9層からは飛鳥時代の須恵器杯25と土師器聾26が出土した。25は焼成時の焼け歪みが著しい。器

形の平面形状は楕円形で、底部は平らである O 口縁部は内湾し、端部は内頃する面をもっ。口縁部の

内外面および体部の内面は回転ナデを施す。7世紀後半のものと思われる。聾26の口縁部は外反し、

端部は丸い。体部は長胴である。口縁部の内外面はヨコナデ、体部の内面はヘラケズリ、外面は縦方

向のハケを施す。7世紀後半のものと思われる。

第8層からは須恵器査と考えられる高台部分27が出土した。27の底部は平らで、「ハ」の字にひらく

高台が貼り付く O 高台の端部は面を形成し、高台には台形のスカシ孔が3方に開けられている。底部

の外面はヘラケズリ、内面はユピオサエとナデを施す。高台の内外面はヨコナデを施す。8世紀前~

中葉のものと思われる。

第4層からは土師器小皿28、瓦器椀29、白磁碗30、平瓦31が出土した。28の口縁部は外反したのち

内側につまみ上げ、端部は面を形成する。いわゆる「て」の字状口縁の皿である。内外面はユピによる

ナデを施す。 平安時代後期の11~ 1 2世紀に比定できる 。 29の口縁部は内湾し、端部は丸く終わる 。 内

外面ともに横方向のヘラミガキを施す。30の体部は内湾して延びる。口縁部は玉縁である。白磁椀N

類[横田賢次郎・森田勉1978J で、平安時代後期の11世紀後半~ 1 2世紀代のものである 。 31 は凹面に

布目が残り、凸面は縄目タタキののちナデを施す。

第3層からは瓦質土器羽釜32、須恵器こね鉢33、瓦器椀34.小皿35が出土した。32の口縁部は内

湾し、丸く終わる。鍔部は垂直に延びる。口縁部の外面および鍔部の内外面は横ナデを、体部の内面

は細かいハケ調整を、外面はへラケズリを施す。口縁端部の外面は回線を施す。鍔の下部は煤が付着

している。14世紀代のものである。33は東播系の須恵器こね鉢で、口縁端部は上方へつまみ出し、面

を形成する。内外面ともに回転ナデを施す。13世紀代に比定できる。34は断面U字形の高台が貼り付

く。見込みには平行線の暗文を施す。外面はヘラミガキを施す。35の底部は平らである。口縁部は外
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反し、端部は丸く終わる。内面はヘラミガキ、

外面は指によるナデを施す。これらは13世紀

代のものである。

第 l層からは古瀬戸と考えられる灰柚碗36、

産地不明磁器鉢37、産地不明磁器瓶38、土師

器植木鉢39、丹波焼斐40、瀬戸美濃焼磁器色

絵碗41が出土した。36の外面はケズリを施し、

底部は高台状の形にしている O 内面には柚薬

を掛けるが、外面は掛けない。内面の底部付

近に目痕がある。37の底部はほぼ平らで、断

面U字形の高台が付く 。高台の端部以外の全面

には柚薬を掛けている。幕末~昭和初期のも

のと思われる。38は平らな底部に碁笥底状の

高台が付く O 体部は内湾し球形に近い。高台

の端部以外の全面には粕薬を掛けている。近

世以降の肥前磁器かと思われる。39の体部は

円筒形で、上外方に直線に延びる。口縁部は

屈曲し外へ拡がり丸く終わる。底部は平らで、

底面には孔がl箇所開いている。 また底部に

は脚が3方に付く。ロクロ水挽き後に外型に

より成形。40の底部は平らである。体部は上

外方へ直線に延びる。内面は灰紬、外面は鉄

柚を掛けた後に灰紬を流し掛ける。19世紀代

の丹波焼と思われる。41の体部は内湾する。

口縁部は丸く終わるO 高台の断面はU字形であ

る。銅版摺により装飾されており、明治~大

正期と思われる。

ii )瓦(図19)

第l層からは近世以降の平瓦42が出土した。

42の凹面には縦方向の回線を平行に施す。凸

面は布目が残るが、ほほ全域はナデにより消

されているO

iii )金属製品(図19)

第2層からは銅銭「寛永通賓J45と銅銭「文久

永賓J46が出土した。寛永通賓45は円形で、中
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第皿章調査の結果

央部に正方形の孔が開けられている。表面には「寛永通賓」の文字が上下右左の順に刻まれ、裏面は無

文である。字体から、新寛永通賓である。寛文8(1668)年以降に鋳造されたものである。文久永賓46

は円形で、中央部に正方形の孔が開けられている。表面には「文久永賓」の文字が上下右左の順に刻ま

れ、裏面には波形模様が刻まれた波銭である。字体から、草文に分類される。文久3(1863)年2月か

ら明治2(1869)年までに鋳造されたものである。

第 l層からは銅銭「桐一銭青銅貨J47が出土した。大正5(1916)年から昭和13(1938)年に鋳造され

たものである。

iv)土製品

第 l層からは土錘43が出土した。平面の形状は長方形で、断面の形状は円形である。両端に l箇所

ずつ孔が開いている。

v)ガラス製品

第l層からはガラス瓶44が出土した。円形の筒状で、断面逆台形の高台部をもっ。外面には縦方向

の棒状の凸帯を等間隔に施す。近代のものと思われる。
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表2 遺構観察表

遺十昨名 区 地区 層位 平田l形状 申日 長径 短径 i土q 断固形状 1車さ 坦!土 出土遺物 時代

(m) (m) (m) (m) (m) 

SP10l 3C l層上面 丸太の一端を尖ら ー 7.1 4.2 j、さ 方形 長き 上回一N5/0灰-IOYR4/4褐色粘 近代

せて垂直に打ち込 0.09 0.32 土 N2/0虫色粘土の偽傑を含む
。干府 -5B5/1背灰色細粒砂混

んでいた。 り粘1

SX!02 3C l層よI師 円形 0.57 逆台形 0.31以 枠内 5Y3/2オリーブrn色粗粒 陶器、磁器、 近代

上 砂質シルト 掘形 5B5/1'l!j'灰 瓦、ガラス製
色相l粒砂11シjレ卜 7.5Y3/1 品、貝の破片
オリーブ黒色粘上 など

50201 lB- 2層上面 東西方向に直線に 0.3以 逆口形と思 0.03以 2.5Y4/3オリ ブ褐色剥11粒砂 なし 近世

E 延びる。 J二 われるが、 上 質シルト N2/0黒色粘土の
南側は調査

偽礁が混入寸る。l互外に豆、る

50202 l lA- 2層上I雨 東jlq方向に直線に 01- ー 逆台形 0.04 2.5Y4/3オリープ褐色調11粒砂 なし 近世

E 延びる。 0.5 '1'，[シル卜 N2/0黒色粘土の

偽擦が混入する。

50203 l 1 . 2 2層 l二面 東西方向に直線に 0.2-ー 逆台形 0.08 2.5Y4/3オリ プ褐色紺l粒砂 なし 近世

A-E 延びる。 1.0 質シルト N2/0盟色粘土の

偽傑が混入する。

50204 2A- 2層上面 東西方向に直線に 0.2-ー 逆台形 0.04 2.5Y4/3オリ ブ制色紺l粒砂 なし 近世

E 延びる。 1.0 質シルト N2/0黒色粘土の

偽磯が混入する。

50205 l 2A- 2層上面 東西方向に直線に 0.3- ー 逆台形 0.05 2.5Y4/3オリーブ褐色細粒砂 なし 近世

E 延びる。 0.7 質ンルト N2/0黒色粘土の

偽礁が混入する。

50206 I 2A- 2層上前 東西方向に直線に 0.4- 逆台形 0.05 2.5Y4/3オリープ褐色紺|粒砂 なし 近世

E 延びる。 0.8 質ンルト N2IO黒色粘土の

偽僚が浪人する。

50207 l 2/¥-- 2層|二国 東西方向に直線に 0.2-ー 逆台形 0.u7 2.5Y4/3オリ ブ褐色紺l粒砂 陶器、瓦の破 近世

E 延びる。50214 0.6 質ンlレト N2/0黒色粘土の 片など

に切られる。 偽擦が混入する。

S0208 l 2 . 3 2層上面 東西方向に直線に 0.3- ー 逆台形 014 2.5Y4/3オリ ブ褐色細粒砂 なし 近世

A-E 1豆びる。 50214 0.9 質ンルト N2/0黒色粘土の

に切られる。 1耳障聴が混入する。

S0209 2 . 3 2層上面 東西方向に直線に 0.3- ー 逆台形 0.03 2.5Y4/3オリーブ褐色紺l粒砂 なし 近世

A-E 延びる。S0214 0.5 質シルト N2/0黒色粘土の

に切られる。 偽傑が混入する。

S0210 3C- 2府上面 東聞方向に直線に 0.4- 逆台形 0.u7 2.5Y4/3オリー7褐色調H粒砂 なし 近世

E 延びる。S0214 0.6 質シJレト N2/0黒色粘土の

SK220に切られる。 偽礁が混入する。

S0211 l 3A- 2間上面 東西方向に直線に 0.4- 逆台形 0.03 2.5Y4/3オリ プ褐色細;f.!L?iJ; なし 近世

E 延びる。S0214 0.6 質シルト N2IO黒色粘こ!の

に切られる。 偽礁が混入する。

S0212 l 3A- 2層上而 東西方向に直線に 0.4- 一 逆台形 0.04 !OYR4/4褐色調11粒砂質ン jレ卜 なし 近世

E 延びる。S0214 0.5 N2/0里色粘土の偽傑が混入

に切られる。 する。

S0213 3B 2府上面 東西方向に直線に 0.2よよ 逆台形と思 0.02以 lOYR4/4褐色測粒砂質ンJレト なし 近世

C 延びる。 上 11tフt棚lるはカ淵人査 一Lー N2/0虫色粘土の偽礁が混入

区外に至る する。

S0214 1-3 2陪上面 南北方向に直線に 0.3- ー 逆台形 0.02 2.5Y4/3オリープ褐色柑l教砂 なし 近世

E 延びる。S0207 0.8 質ンルト N2/0黒色粘土の

-212を切る。 偽礁が混入する。

S0215 l 1-3 2層上而 南北方向lに直線に 0.2- 逆凸形 0.04 2.5Y4/3オリ プ褐色細粒砂 なし 近世

F 延びる。 0.3 質ンルト N21口県色粘土の

偽書震が混入する。

S0216 1-3 2府上而 南北方向に直線に 0.2-ー 逆台形 0.02 2.5Y4/3オリーフ褐色細粒l(!; なし 近世

F 延びる。 0.4 質ンルト N2/0黒色粘土の

偽礁が混入するo

S0217 I 1-3 2層上而 南北方向に直線に 0.3-ー 逆台形 0.03 2.5Y4/3オリープ褐色細粒砂 なし 近世

F 延びる。 0.4 質シルト N2/0黒色粘土の

偽傑が混入する。

S0218 1-3 2層上而 南北方向に直線に 0.2-ー 逆台Jf~ 0.04 2.5Y4/3オ')-7縄色細粒砂 なし 近世

F 延びる。 0.5 質ンルト N2/0!s，色村1土の

偽礁が混入する。

S0219 2 . 2 21;雪上而 南北方向に直線に 0.3 逆凸形 0.05 2.5Y4/3オリープ褐色紺m:砂 なし 近世

G 延びる。 質ンル卜 N2/0黒色粘土の

偽礁が混入する。
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SK220 3C 2府上回 円形 SD210を l.l 逆台形 0.18 5Y4/2灰オリーブ色紺l粒砂質 瓦器、土師器 近世

切る。 シルト 、磁器の政片

など

SD301 .2 3層上国 東西方向に直線に 2.8- ー 逆台形 0.08 7.5YR412灰褐色綱粒砂質ンル 土師器、須恵 鎌倉時代

A-E 延びる。SD303 3.3 ト 日号、瓦器の破

を切る。SD304
片なと

に切られる。

SD302 2 . 3 3層上面 東西方向に直線に 0.9- ー 逆台形 0.08 7.5YR412灰褐色細粒砂質シル 土師;様、須恵 鎌倉時代

A-E 延びる。SD303 1.3 ト 器、瓦昔日の破

とSD304に切ら
片など

れる。

SD303 l 2 . 3 3層上回 南北方向に直線に 0.3-ー 逆台形 0.06 5B4/11暗背灰色細粒砂質ンル 土師器、瓦器 鎌合時代

E 延びる。SD302 0.4 卜 の破片など

を切り 、SD30l

に切られる。

SD304 I 1-3 3層上商 南北方向に直線に 2.9- ー 逆台形 0.08 5B4/1暗青灰色紺l粒砂質ンル 土問器、須恵 鎌倉時代

E 延びる。SD30! 32 ト 器、瓦器の破

とSD302を切る。
片など

SD3日5 I 1-3 3層上回 南北方向に直線に 2.4-ー 逆台形 0.1 5B4/111青青灰色紺l粒砂質シル 土師得、須恵 鎌倉時代

E.F 延びる。 2.9 ト 器、瓦得の破

片など

SD306 2 1-3 3岡上面 南北h向に直線に 1.4- ー 逆台形 0.26 よから10YR4/4褐色綱粒砂i1 瓦器の破片 鎌倉時代

L 延びる。 1.8 シル卜、!OYR4/4褐色粗粒砂

質ンルト

SD501 l 2 . 3 51，向上面I南西から北東方向 0.4 逆台形 0.05 !OYR4/31こぶし、賞褐色ンルト なし 平安時代

D . E に直線に延びる。 質粘土 末期

SD502に切られる。

SD502 2 . 3 5層上而 南北方向に直線に 0.9 逆台形 0.09 2.5Y412時灰色シルト質粘土 瓦器の破片 平安時代

E 延びる。SD501を 末期

切る。

SD503 2 . 3 5層上回 南北方向に直線に 0.3-ー 逆台形 0.06 2.5Y4/2暗灰色ンルト質粘土 なし 平安時代

E 延びる。 0.5 末期

SD504 l 2.3 5層上面 南北方向に直線に 0.5 逆台形 0.07 2.5Y4mll'灰色ンルト質粘土 なし 平安時代

E 延びる。 末期

SD505 2 1-3 5層上町 南北方向に直線に 1.05 逆台形 0.38 2.5Y4/3オリ プ褐色ンルト 土姉器、須恵 平安時代

G 延びる。 質粘土 器、瓦器、瓦 末期
の破片など

SD506 2 1-3 5層上而 南北方向に直線に 0.6 逆台形 。17 2.5Y4/3オリ プ褐色ンルト 土師器、瓦探 平安時代
G.H 延びる。 質粘土 の破片など 末期

SD507 2 2 . 3 5層上而 南北方向に直線に 2.5 逆凸形 0.15 2.5Y4/3オリーブ褐色ンル卜 土師器、瓦桜 平安時代

H. 延びる。 質粘土 瓦の破片な 末期i
ど

SD508 2 1-3 5層上面 南北方向に直線に 0.4 逆台形 0.1 2.5Y4/3オリ ーブ筒色シルト 土師器、瓦器 平安時代

延びる。 質粘土 の破片など 末期l

SD509 2 1-3 5層上面 南北方向に直線に 0.8 逆台形 0.05 2.5Y4/3オリープ褐色シルト 土師器、須恵 平安時代

延びる。 質粘土 器、瓦器の破 末期
Hなと

SD5!O 2 2 . 3 5層上面 南北方向に直線に 0.3 逆台形 0.05 2.5Y4/3オリープ褐色シルト 瓦器の破片な 平安時代

K 延びる。 質粘土
ど 末期

SD511 2 1-3 5層上国 南北方向に直線に 0.8 逆台形 0.07 2.5Y4/3オリープ褐色ンルト 土師器、瓦器 平安l時代

K 延びる。 質粘土
の破片など 末期

SD512 2 . 2 5層上国 南北方向に直線に 0.4 逆凸jr; 0.05 2.5Y4/3オリ プ褐色ンルト 瓦器の破片 平安時代

K 延びる。 質粘土 末期

SD513 2 1-3 5層上面 南北方向に直線に 0.7 逆台形 0.17 !OYR4/3にぷい賞褐色ンルト 土師器、須恵 平安時代

K.L 延びる。 質粘土 器、瓦器の破 末期
片なと

SD514 2 1-3 5層上面 南北方向に直線に 0.3 逆凸形 0.06 IOYR4/3に」品、賞褐色シルト 瓦器の破片 平安時代

L 延びる。 質粘土 末期
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第N章 自然科学分析

本調査地では、最下位の層位で干潟と思われる堆積層がみられ、その上位には河川性の氾濫堆積物

が認められている。今回の分析調査では、調査地における古地理および周辺植生に関する情報を得る

ことを目的として、放射性炭素年代測定、珪藻分析、花粉分析、葉同定を実施した。

第 l節 試料

調査地点の堆積層の層相および分析試料採取層準を図20に示す。分析試料は堆積断面より層位ごと

に不撹乱塊状試料として採取されている。図20中の層相は、 この塊状試料の層相に基づいている。

放射性炭素年代測定は、第14b層中に挟在する植物遺体中の樹木葉について実施する。花粉・珪藻

分析は、第7層、第9層、第10層、第12層、第13層、第15層について実施する O 葉|司定は第14層中

に挟在する植物遺体層よりブロック状に採取された堆積物(17x 9 x 4 cm、568.5g)について実施する。

この植物遺体層の厚 きは1.5~ 2 cmで、多数の常緑広葉樹の葉がほぼ水平に堆積している。出土遺物

から推定される堆積層の年代は、第11層が弥生時代中期、第8層が飛鳥~奈良時代、第5層が平安時代、

第3層が中世、第2層が近世である。

標高(m)

2.0-

1.0 

年代

近世

中|止
平安後押l

一飛鳥~奈良

0.0ー

-1.0-

2.0ー

層位 分析層準

。

O 

帖 i 砂 制傑
ルト 小畷

層中目

現代の~土

褐灰~灰 紺l碑H担粒砂J昆り極紺l粒砂質泥とその偽傑人為的撹判、

褐灰~灰 細礁粗粒砂I見り細粒砂質泥泥質極細l粒砂偽傑状微細な炭片含む人為的撹宇|

褐灰~灰 中傑粗粒砂混りンルト質細粒砂とその偽傑人為的撹持
褐灰~灰 極粗粒~粗粒砂混り泥~泥質調11粒砂の偽際監地層
褐灰~灰 泥1見りンルト質細粒砂
褐灰 不明良な業理をなす中粒~細粒砂炭含む

オリーブ灰~灰 細粒砂の葉理、植物遺f卒業理、有機質泥業理を挟在する泥

オリ プ灰 粘土質ンルト生物擾乱根成孔似が分布

オリ プ灰 極細粒砂混りシルト 生物擾乱根成孔隙が僅かに分布

黒褐泥恨成孔開1

褐灰 極紺l粒{苦γ見り泥生物擾乱棋成孔隙

暗灰 極細粒砂1見り有機質ile生物擾乱根成孔隙

11音灰 有機質泥 賞灰極細粒砂の薄層を挟在

黄灰 il~質制粒・極細粒砂~紺l粒砂質泥、植物遺体業理を扶在著しし、生物擾乱

灰 ii[物泣体の集積層準(主に業)、マトリクスは紺l燦~粗粒砂iJもり紺l粒砂質泥

灰 極組粒砂細際混り細粒~中粒砂粗粒砂材片含む著しい生物擾乱

灰 中粒砂極粗粒砂紺l際泥iltり制粒砂、著しい生物擾乱

図20 模式柱状図および分析層準
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第2節分析方法

1)放射性炭素年代測定

分析は、 AMS法で実施する。試料である葉の表面の汚れをピンセット、超音波洗浄など等により

物理的に除去する O 塩酸や水酸化ナトリウムなどを用いて、試料内部の汚染物質を化学的に除去する

(AAA処理)。

試料をパイコール管に入れ、 1 gの酸化銅(11)と銀箔(硫化物を除去するため)を加えて、管内を真

空にして封じ切り、 500
0

C(30分). 850
0

C ( 2時間)で加熱する。液体窒素と液体窒素+エタノールの

温度差を利用し、真空ラインにてCO2を精製する。真空ラインにてパイコール管に精製したC02と鉄・

水素を投入し封じ切る。鉄のあるパイコール管底部のみを650
0

Cで10時間ι上加熱し、グラファイト

を生成する。

化学処理後のグラファイト・鉄粉混合試料を内径1mmの孔にプレスして、タンデム加速器のイオン

源に装着し、測定するO 測定機器は、 3MV小型タンデム加速器をベースとした14C-AMS専用装置

(NEC Pelletron 9SDH -2 )を使用する。AMS測定時に、標準試料である米国国立標準局(NIST)

から提供されるシュウ酸(HOX-II)とパックグラウンド試料の測定も行う。 また、測定中同時に

13C/12Cの測定も行うため、この値を用いて d13Cを算出する。

放射性炭素の半減期はLIBBYの半減期5，568年を使用する。また、測定年代は1950年を基点とし

た年代(BP)であり、誤差は標準偏差(OneSigma;68%)に相当する年代である。なお、暦年較正は、

RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV6.0(Copyright 1986-2010 M Stuiver and 

PJ Reimer)を用い、誤差として標準偏差(OneSigma)を用いる。

2 )珪藻分析

試料を湿重で5g前後秤量し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法(4時間放置)の順に物理・化

学処理を施して、珪藻化石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈した後、カバーガラス上に滴下し

乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入して、永久プレパラートを作製する。検鏡は、光学顕

微鏡で油浸600倍あるいは1000倍で行い、メカニカルステージでカバーガラスの任意の測線に沿って

走査し、珪藻殻が半分以上残存するものを対象に200個体以上同定・計数する (化石の少ない試料はこ

の限りではないが、全面を走査する)。 種の同定は、[原口和夫ほか1998J、[Krammer199 2J、[Krammer

& Lange-Bertalot1986.l988.l991a，1991bJ、[渡辺仁治ほか2005J、[小林弘ほか2006J、[Witkowski

et al.2000Jなどを参照し、分類基準は[Roundet a1.l990Jに、壊れた珪藻殻の計数基準は[柳沢幸夫

2000Jに従う O

同定結果は、中心型珪藻類(Centricdiatoms;広義のコアミケイソウ綱Coscinodiscophyceae)と羽状型

珪藻類(Pennatediatoms)に分け、羽状型珪藻類は無縦溝羽状珪藻類(Araphidpennate diatoms;広義の

オビケイソウ綱Fragilarioph yceae)と有縦溝羽状珪藻類(Raphidpennate diatoms;広義のクサリケイソ
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第2節分析方法

ウ綱Bacillariophyceae)に分ける。また、有縦溝羽状珪藻類は、上・下殻の片方の殻だけに縦溝のある

単縦溝類、上 ・下殻ともに縦溝のある双縦溝類、縦溝が管の上を走る管縦溝類、縦溝が翼管の上を走

る翼管縦溝類、殻端部に短い縦溝がある短縦溝類に細分する。

各種類の生態性は、[Vos& de Wolf1993Jを参考とするほか、塩分濃度に対する区分は[Lowe1974J

に従い、真塩性種(海水生種)、中塩性種(汽水生種)、貧塩性種(淡水生種)に類別する。また、貧塩性

種は細かく生態区分し、塩分 ・水素イオン濃度(pH)・流水に対する適応能を示す。そして、産出個体

数100個体以上の試料は、産出率2.0%以上の種類について主要珪藻化石群集の層位分布図を作成する

ほか、淡水生種の生態性も100個体以上の試料について図示する。 また、 産出化石が現地性か異地性

かを判断する目安として、完形殻の出現率を求める。堆積環境の解析にあたり 、海水生種(真塩性種)

~汽水生種(中塩性種)は[小杉正人1988J、淡水生種(貧塩性種)は[安藤一男1990J、陸生珪藻は[伊藤

良永 ・堀内誠示1991]、 汚濁耐性は[渡辺ほか2005Jの環境指標種を参考とする。

3)花粉分析

試料約10g1こついて、フ ッ化水素酸による泥化、水酸化カリウムによる腐植酸の除去、0.25mmの舗

による飾別、重液(臭化亜鉛，比重2.3)によ る有機物の分離、 フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセ

トリ シス(無水酢酸9 濃硫酸lの混合液)処理による植物遺体中のセルロースの分解を行い、花粉を

濃集する。残j査をグリセリンで封入してプレパラート を作成し、 400倍の光学顕微鏡下で、 出現する

全ての種類について同定・計数する。同定は、当社保有の現生標本はじめ、[Erdman1952.195 7J、[Faegri

and Iversen1989Jなどの花粉形態に関する文献や、[島倉己三郎1973J、[中村純1980J、[藤木利之 ・

小津智生2007J等の邦産植物の花粉写真集などを参考にする。

結果は同定 ・計数結果の一覧表、及び花粉化石群集の層位分布図として表示する。図表中で複数の

種類をハイフンで結んだものは、種類聞の区別が困難なものを示す。図中の各種類産出率は木本花粉

が木本花粉総数を、草本花粉・シダ類胞子は総数から不明花粉を除いた数をそれぞれ基数として、百

分率で算出する。

4)葉同定

試料を水に浸して弱い水流をあて、葉を包含する堆積物からl枚 l枚の葉を壊さないように丁寧に分

離する。面相筆を用いて同定が可能な葉を抽出し、表面に付いた泥を除去する。 弱水流下で、堆積物から

同定が可能な葉(おもに完形の葉や、先端部、 基部が残存している葉)を分離させ、水を入れたシャーレ

に回収する。回収した葉を双眼実体顕微鏡下で観察し、表面に付いた砂泥を面相筆を用いて除去する。

葉遺体の同定は、現生標本および[吉山寛 ・石川美枝子1992J、[伊藤ふくお2001]、[徳永桂子

2004J、[漬野周泰2005J、[漬野・石井英美2007J等の図鑑を参考に実施し、個数を数えて一覧表で示す。

破片は、主に先端部と基部の個数を数える。ヒノキの枝条は、十字対生する 4枚の葉を l個と数える。

分析後は、葉遺体を透明なフィルム(エスカル:三菱ガス化学株式会社製)に挟み、約70%のエタノー

ル溶液を入れて保管する。
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2 )珪藻分析

結果を表4、図22に示す。珪藻化石の産

出頻度は第9層、第10層が多く、第12層

と第13層が普通であり、完形殻の出現率は

60%以上である。一方第7層と第15層は少

なく、完形殻の出現率も35%以下である。

産出分類群数は、合計で67属148分類群で

ある。珪藻化石群集の特徴を下位より述べる。

第15層は、海水生種、海水~汽水生種、汽水生種の合計が全体の約80%を占める。この中で、海水

第3節結果

1)放射性炭素年代測定

放射性炭素年代測定および暦年較正結果

を表3.図21に示す。年代測定結果は、補

正年代値で2850:t20y.B.P.を示し、暦年較

正の結果、2σ 確率 l位の年代はcalBP 

3039-2916 を示した。

3側

2蜘

2950 

層位14咽
澗定試科聾

補正年代:2850;1;24
_ Cal curve:int四四"C-・l制gma仁コ2sigma
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図21 暦年較正結果

~汽水生種が最も多い。優占種は、保存の悪い海水~汽水生で、浮遊性のCyclotellastriata一仁 stylorum

が約50%と優占する 。 本種は、塩分濃度35~26%の内湾水中で浮遊生活する内湾指標種群でもある 。

これに付随して、やはり保存の悪い汽水付着性のGiffeniacocconeiformisや海水浮遊性で、内湾指標種の

Para/ia su仰 ta、汽水付着性の7り'sionoeamericanaなどを伴う。 このうち、 Giffeniacocconeiformisは、

Aulacoseira granulatαが多し、。

塩分濃度30~12%の泥底の泥に付着生育する海水泥質干潟指標種でもある 。 淡水生種は、浮遊性の

表3 放射'生炭素年代測定および暦年較正結果

試料名 測定年代 d13C 補正年代 暦年較正年代 (caJ)

状態 (%，) 
Code No 

BP BP 誤差 ca1 AD cal BP 相対比

cal BC 1.049 cal BC 975 cal BP 2.998 守 2.924 0.919 
U 

cal BC 953 . cal BC 945 cal BP 2卯 2.894 0.081 
NKIO-1 2850"'20 IAAA-
第14層 2870'" 2日 25.89"'0.39 

(285日"'24)
cal BC U13 cal BC 1.(刃9 cal BP 3.062 3.048 0.035 

業 111881 

2σ cal BC 1.090 ・ cal BC 967 cal BP 3.039 2.916 0.801 

cal BC 964 . cal BC 923 cal BP 2.913 2.872 0.164 

1)年代他のn出には、 Libbyの半減期556811:を使用。BP年代値l立、 195日年を基占として何年前であるかを示す。
2)測定年代 補正年代に付記した誤差は、測定誤差σ (測定値の68%が入る範囲)を年代値に換算した値。

3) I昔年計算には、 RADIOCARBONCALIBRATION PROGRAM CAL1B REV6.0 (Copyright 1986-2010 M Stuiver and Pl Reimer)を使用。

4)暦年間針には補正年代値の括弧内に示した丸める前の値を使用している。

5)統計的に哀の値が入る確事はσは68%、2σは95%である相対比は、 σ、2σのそれぞれを lとした場合、 確率的に其の値が存在する比率を相対的に

示したものである。
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表4 珪藻分析結果(1)

種 類
生態性 環境 分析陪準

塩分 pH 流水 指標種 第7嗣第9附第10凶第121il第13層第15R可

Bacillariophyta (珪藻植物門)

Centric Diatoms (中心理fH車鎖)

Terpsionoe americana (Bail.)Ralfs Meh l 3 

Auliscus spp Euh l 

Chaetoceros spp Euh 3 l 

Aulacoseira ambigua (Grun.)Simonsen Ogh・ind al-il I-bi N.U 2 l 

Aulacoseira crassipunctata Krammer Ogh-ind ac-il I-ph l 2 1 

Aulacoseira granulata (Ehr.)Simonsen Ogh-ind al-il I-bi M.U l 2 9 

Aulacoseira itaJica (Ehr.)Simons巴n Ogh-ind ind I-ph U 2 l 

メlulacos日ranipponica (Skvortzow)Tuji Ogh-unk al-il I-ph M.T 3 

Coscinodiscus spp Euh l 

Coscinodiscus rudolni Bachmann Meh 2 4 

Actinoplychus senarius (Ehr.)Ehrenberg Euh A l 

Actinocyclus octonarius Ehren berg Euh l 2 

Actinocyclus spp Euh l 

Cymatotheca weissfloglI (Grun.)Hendey Euh B 2 

Meloslra varians Agardh Ogh-ind al-i1 r-ph K.U 2 8 

Pseudopodosi1ヨkosug7iTanimura et Sato Meh E2 5 l 

Orthoseira roeseana (Rabh.)O'Meara Ogh-ind ind ind RA l 

Paralia elliptica Garcia Euh 2 

Paralia sulcata (Ehr.)Cleve Euh B 3 ? 4 

Rhizosolenia spp Euh 2 

Cyclotella striata (Kuetz.)Grunow Euh-Meh B 9 4 

Cyclotella striata-C stylorum Euh-Meh B 5 3 47 

Cyclotella s(μforum Brightwell Ellh-Meh B 3 

Cy，ζlotella meneghiniana Kuetzing Ogh-Meh al-i1 I-ph L.S 
Stephallodiscus pseudosuzukJI (Tuji & Kociolek)Kato et al Ogh-ind al-il I-bi M.T 2 

Thalassioslra Spp Euh 2 l 2 

ThalassiosJra lacustris (Grun.)Hasle Meh l 4 l 

Araphid Pennate Diatoms (無縦i1l;:ヰl状娃藻類)
Catacombas obtusa (Pantocsek)Snoeijs Meh 3 l 

Ctenophora pulchella (Ralfs ex Kuetz.)Williams & Round Meh l 

Diatoma mesodoll(Ehren.)Kuetzing Ogh-ind al-il r-bi K.T 
FragIlaria capitellata (Grun.)].B.Petersen Ogh-ind al-il ind T 2 I 

月一agIi.出-iacapucina Desmazieres Ogh-ind al-il ind T 

fうagIlariarump日1S(Kuetz.)GW.F.Carlson Ogh-ind al-il I-ph U 

FragIlaria spp Ogh-unk unk unk 

Fragilanforma eXJgua (Grun.)D.MWilliams & Round Ogh-hob ac-il I-ph P 

l¥1eridion cOllstrictum Ralfs Ogh-ind al-il r-bi K.T 
Opephora martyi Heribaud Meh Dl 14 21 

PseudostaUJοsJra brevistriata (Grun.)Williams & Round Ogh-hil al-il I-ph U l 14 28 

StaurosJra construens Ehrenberg Ogh-ind al-il I-ph U l 

U1naria ulna (Nitzsch)Compere Ogh-ind al-il ind U 5 3 

U1naria spp Ogh-unk unk unk 3 

Delphineis surirella (Ehr.)G.Andrews Euh-Meh l 

Grammatophora macJ1ellta W.Smith Euh 3 

Thalassionema nitzschioides(Grun.)Grllnow Euh A.B 
Raphid Pennate Diatoms (有縦構羽状珪藻類)

Monoraphid Pennate Diatoms (単縦t荷羽状珪藻類)

Achnanthes brevipes var. intermedia (Kuetz.)Cleve Meh Dl 4 

Achnanthes crenulata Grunow Ogh-ind al-i1 r-ph T l l 3 2 

Achnanthes Jnflata (Kuetz.)Grllnow Ogh・ind ind r-ph T 4 5 6 
Planothidium delicatulum(Kuetz.)Round et Bukhtiyarova Meh Dl l 

月'anothidiumlanceolatum (Breb. ex Kuetz.)Lange-Bertalot Ogh・ind ind r-ph K.T 2 3 I 

Cocconeis disculus (Schum.)Cleve Euh-Meh Dl I 

Coccolleis eugJypta Ehrenberg Ogh-ind al-il r-ph T l 

Cocconeis placentula Ehrenberg Ogh-ind al-il ind U I l i 3 

Biraphid Pennate Diatoms (双縦構羽状珪藻類)

Amphora marinaW.Smith Euh 2 

Amphora proteus Gregory Euh-Meh 4 4 

Amphora spp Euh-Meh 2 l 

Amphora copulata (Kuetz.)Schoeman et R.E.M.Archibald Ogh-ind al-il ind U 9 3 2 

Amphora montana Krasske Ogh-ind al-i1 ind RA.U l 

Catenula adhaerens Mereschkowsky Meh l 

Cymbella tumida (Breb.)Van Heurck Ogh-ind al-i1 ind T 1 

Cymbella turgidula Grunow Ogh-ind al-bi r-ph KT l 2 7 l 

司
E
よ

円
《
U



表4 珪藻分析結果(2) 

1重 類
生態性 環境 分析層準

塩分 pH 流水 指標種 第7府第9府第lC層第12百第131，可第15層

CYlηbella turgldula var. nipponica Skvortzow Ogh-ind al-iI r-ph T l l l 

Cymbella spp Ogh-unk unk unk 5 

Encyonema suesiacum (Bleisch)O.G.Mann Ogh-ind ind ind T l 2 4 

Placoneis elginensis (Greg.)E.].Cox Ogh-ind al-iI ind O.U 2 2 

Placoneis elginensis var. neglecta (Krasske)H.Kobayasi Ogh-ind aI-il r-ph U 2 

Gomphonema grovei var. ling111atl1J1J (Hust.)Lange-Bertalot Ogh-ind aI-il I-ph 

Gomphonema parvulum (Kuetz.)Kuetzing Ogh-ind ind ind U 5 

Gomphonema PUJ1JUUJ1J (Grun.)Reichardt & Lange-Bertalot Ogh-ind aI-iI ind 2 l 

Reuηeria sinl1ata (W.Greg.)Kociolek et Stoermer Ogh-ind ind r-ph iく.T 3 I 
Rhoicosphenia marina (W.Sm.)M.Schmidt Euh 2 

Lyrella S111C1fera (Hust.)Witkowski Euh-Meh l l 

Petroneis marina (Ralfs)O.G.Mann in Round et al Euh-Meh E1 6 4 2 

Dlploneis suborbu:ularis (Greg.)Cleve Euh El l 

Dlploneis weissflogu (ASchmidt)Cleve Euh l l 

D1ploneis smithu (Breb. ex W.smith)Cleve Euh-Meh E1 9 14 2 

Dlploneis smi的u var. pl1mua (Grun.)Hustedt Euh-Meh E1 5 4 

Diploneis in日目vpta (Kuetz)Cleve Meh 2 

Dlploneis pseudova!is Hustedt Meh 5 3 
Dlploneis ovalis (HiIse)Cleve Ogh-ind aI-il ind T 9 6 4 

NavicuJa 8.止ohaCleve Euh-Meh 02 l 

Navu:111a fal1ta Hustedt Euh-Meh 2 

Navic111a spp Euh-Meh 3 4 
Navicula digitoradl♂ta (Greg.)ASchumidt Meh 1 

Navicula pseudogracilis Hustedt Meh 2 

λTavicula veneta Kuetzing Ogh-Meh al-i1 ind U l 

λTavicula aniensis Okuno Ogh-ind ac-iI ind l 

λTavicula constans Hustedt Ogh-ind ind ind 

Navic111a cryptocephalOJdes Hustedt Ogh-ind al-i1 ind l 

Navu:111a elegantoides Hustedt Ogh-ind aI-iI unk 

Navic111a psel1dolanceolata Lange-Bertalot Ogh-ind al-iI ind T l 

N♂vic111a rostellata Kuetzing Ogh-ind aI-il r-ph K.U l 2 

Navicula seposita var. lanceolata Haragushi Ogh-ind ind I-ph l 5 8 
Trachyneis aspera (Ehr.)Cleve Euh l 

Gyrosigma proc白 -UJ1JHustedt Ogh-ind al-il ind U l 

Gyrosigma scalproides (Rabh.)Cleve Ogh-ind al-il r-ph U 5 2 

Crauc111a cuspldata (Kuetz.)O.G.Mann Ogh-ind al-i1 ind 5 4 

Cratic111a halopl)Jja (Gran. ex V.Heurck)O.G.Mann Ogh-ind aI-iI ind l 

Stal1roneis dl1bicabilis Hustedt Meh 

Stauroneis aCl1ta W.Smith Ogh-ind aI-iI I-ph l 

Stauroneis phoenicenreron (Nitz.)Ehrenberg Ogh-ind ind I-ph O.U 

Stauroneis p!Joenicentero.刀 var.slgnata Meister Ogh-ind ind ind 2 

Stal1roneis tenera Hustedt Ogh-ind ind ind RB l 

Frust111ia vulgans (Thwait.)Oe Toni Ogh-ind al-il ind U 

COSJ1JiOneIS pl1sula (W.Smith)Mann & Stickle Ogh-Meh ind ind l 

DiadesmlS biceps Arnott ex Grunow in Van Heurck Ogh-ind al-iI ind RA.T 

Diadesmis cOI1lerv~Jc回 Kuetzing Ogh-ind al-iI ind RB.S 6 6 
Diadesmis conrenra (Grun.ex Van Heurck)O.G.Mann Ogh-ind aI-il ind RAT 2 

Luucola goeppertiana (Bleisch)O.G.Mann Ogh-hil al-il ind 5 15 13 

Ll1tlcola cohnu (Hilse)O.G.Mann Ogh-ind al-bi ind RI 4 8 

Ll1tlcola ml1tlca (Kuetz.)O.G.Mann Ogh-ind aI-i1 ind RAS 12 25 15 

Neidil1m lI'JdlS (Ehr.)Cleve Ogh-hob ac-iI ind O.U l 

λTeldium spp Ogh-unk unk unk 

CalonelS westu (W.Smith) Hendey Meh l 

CalonelS baculum (Grun.)Cleve Ogh-ind al-iI r-ph U 2 

CalonelS leptosoma Krammer & Lange-Bertalot Ogh-ind ind I-ph RB 4 

CalonelS spp Ogh-unk unk unk 

乃nnulariaacrosphaeria W.Smith Ogh・ind aI-il I-ph O l l 

PlnnuJa刀;aboreaiJs Ehrenberg Ogh-ind ind ind RAU l 

Pinnula刀;aboreaiJs var. brevicostata Hustedt Ogh-ind ind ind RA 3 
月'nnl1Jariadivergens W.Smith Ogh-hob ac-i1 I-ph 

P1I11l11Jaria divergens var. eliJptJea (Grun.)Cleve Ogh-hob ind ind l l 

Plnn111aria eplscopaiJs Cleve Ogh-hob ac-i1 ind 1 

PlnnuJaria mesoJepta (Ehr.)W.Smith Ogh-ind ac-iI ind S 2 

Plnnulana neOJ1J勾01' Krammer Ogh-ind ac-iI I-bi 2 

乃nnuJananodosa Ehrenberg Ogh-hob ac-iI I-ph O l 

Plnnl1Jana rl1pes[ns Hantzsch Ogh-hob ac-il ind O 2 
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表4 珪藻分析結果(3 ) 

;fiI[ 類
生態性 環境 分析層i\~

塩分 pH 流水 指標極 第7陪第9層第10層第12層第13層第15層 |

乃nnu1ariaschoen必1deri Krammer Ogh-ind ind ind RB l 

月nnu1ariaschroedeni (Hust.)Krammer Ogh-ind ind ind RI 4 5 2 

Plnnu1aria subcapitaωGregory Ogh-ind ac-i1 ind RB.S 3 

Plnnu1aria subnodosa Hustedt Ogh-hob ac-il l-ph l 

月rmu1ariasubrllpescris Krammer Ogh-hob ac-i1 ind 5 

Plnnularia substomatophora Hustedt Ogh-hob ac-il l-ph 2 

Plnn1l1ana spp Ogh-unk unk unk l 

Fa11acla flonn，7e (Moeller)Witkowsky Euh-Meh 2 7 

Fa11aCla pygmaea (Kuetz.)Stickle & Mann Ogh-Meh al-il ind U 1 

Sel1aphora bacil1um (Ehr.)O.G.Mann Ogh-ind al-il ind U 

Sel1aphora 1aevissima (Kuetz.)Mann Ogh-ind ind ind U 5 

Sel1aphoJヨpup1l1a (Kuetz.)Mereschkowsky Ogh-ind ind ind S 

管縦I持類

Bacil1ana paxi1lifer (O.F.Mull.)Hendey Ogh宇Meh al-il l-ph U 3 4 

Giffenia cocconeJf01mis (Grun.)Round.F.E. & Basson.P.W Meh El 1 9 

Hantzschla amphioxys (Ehr.)Grunow Ogh-ind ind ind RA.U 9 4 5 

HantzschJa amphioxys var. vivax (Hantz.)Grunow Ogh-ind al-il ind l 

lVitzschia lorenziana Grunow Meh E2 1 l 

Nitzschia fon口(:ola Grunow Ogh-ind al-il ind U 

Nitzschla pa1ustris I-lustedt Ogh-ind ind ind i 

Nitzschla parvu10ldes Cholnoky Ogh-ind ind ind U 3 4 

TJyb1ionel1a granu1ata (Grunow)O.G.Mann Meh El 2 

TJyb1ionella saiJnarum (Grunow)Pelletan Meh U l l 2 

TJyblionella vJCtonae Grunow Ogh-Meh al-il ind S 

Epithemia adnata (Kuetz.)Brebisson Ogh-ind al-il ind T 2 

Epithemia turgida (Ehr.)Kuetzing Ogh-ind al-il l-ph T l l 

Rhopa10dla muscullls (Kuetz.)O.Muller Meh l 

Rhopalodla gibba (Ehr.)O.Muller Ogh-ind al-i1 ind U I 

RhopalodJa rupes口is (W.5mith)Krammer Ogh-ind ind ind 2 

翼管縦I器類

Campy10discus echeneis Ehrenberg Meh 3 l l 

Suni-ella fastuosa (Ehr.)Kuetzing Euh l l 

短縦1非類

EU170tia in口'sa W.Smith ex Gregory Ogh-hob ac-i1 ind O.U l 

EunotJa mlIJOr (Kuetz.)Grunow Ogh-hob ind ind O.T l 2 l 

ElInotJa pectJnaiJ's var. undu1ata (Ralfs)Rabenhorst Ogh-hob ac-il ind O 3 l l 

Eunotia praerupta Ehrenberg Ogh-hob ac-il l-ph RB.O.T l 3 

Eunotia praerupta var. bidens (Ehren.)Grunow Ogh-hob ac-il l-ph RB.O.T 12 41 39 l l 

EunotJa rabenhorstu Cleve and Grunow Ogh-hob ac-bi ind l 

ElI1l0tia spp Ogh-unk unk unk l 

海水生種 。。。15 18 15 
海水~汽水生種 。。。53 48 52 
汽水生種 3 4 8 45 37 15 

淡水~汽水生;fiI[ 。4 7 。l 。
淡水生種 103 195 186 37 49 19 

u様化石総数 106 203 201 150 153 101 

珪藻の適応、性

温分塩分波度 pH 水素イオン波j支 流水流水に対する適応性

Meh 汽水生種 al-bi 真アルカ リ性種 l-bi 真止水性種

Ogh-Meh 淡水 汽水生種 al-il 好アルカリ性種 l-ph 好止水性穫

Ogh-hil 貧塩好塩性検 ind : pH不定性種 ind 流水不定性検

Ogh-ind 貧塩不定性極 ac-il 好酸性徴 r-ph : H流水性種
Ogh-hob 貧梅嫌塩性極 ac-bi 真酸性極 r-bi 真流水性種

Ogh-unk 貧寝不明誕 unk : pH不明種 unk 流水不明種

環境指標種群

A 外i羊指標稜 B 内湾指標種。 01 海水砂質干潟指標種 02 汽水砂質干潟指襟種 El 海水泥質干潟指標援I
E2 汽水泥質干潟指標種(以上は[小杉1988J) 

K 中~下流性河川指標種. L 最下流性河川指標極 M 湖沼浮遊性種。N:iMJitl沼沢湿地指標槌.0 沼沢湿地付着生種!

P 高層湿原指標稜(以上は[安藤1990J) 

5 好汚濁性種 U 広域適応性種.T 好消水性種 (以上は [Asaiand Watanabe1995J ) 

R 陸生珪藻 (RA:A群 RB:B群 RI 未区分、 [伊藤・源内1991]
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第3節結果

第13層と第12層は、群集が近似している。海水生種、海水~汽水生種、汽水生種の合計が全体の

約70%を占める。海水生種は少なく、海水~汽水生種、汽水生種が多産する。主要種は、汽水付着

性のOpephoramartyi、海水~汽水付着性のDiploneissmithiiが比較的多い。 このうち、前種は塩分濃

度35~26%の砂底の砂に付着生育する海水砂質干潟指標種で、もある O これに次いで、海水~汽水浮遊

性の Cyclotellastriaω、Petroneismarinα、D伊loneissmithii、Diploneissmithii var. pumila、 汽水付着性の

Pseudopodosira kosugii、Achnanthesbrev伊esvar. intermediaなどが産出する。このうち、んかvneismarina、

Diploneis smithii、D伊loneissmithii v訂• pumila、は塩分濃度30~12%の泥底の泥に付着生育海水泥質干潟

指標種群、 Pseudopodosirakosugidま塩分濃度12~2 %の汽水化した塩性湿地なととの泥に付着生育する汽

水泥質干潟指標種、 Achnanthesbrevipes v訂 intermediaは塩分濃度35~26%の砂底の砂に付着生育する

海水砂質干潟指標種である。淡水生種はPseudostaurosirabrevistriataが多い。

第10層と第9層も群集が近似している。本層からは淡水域に生育する淡水生種(以下、水生珪藻

と言う)が優占するようになるが、陸上のコケや土壌表面など多少の湿り気を保持した好気的環境に

耐性のある陸生珪藻も多く 産出する。主要種は、陸域にも水域にも生息する陸生珪藻B群のEunotia

prae叩rptavar. bidensが約20%と多産する。本種は、沼よりも浅く水深が 1m以下でフk生植物が繁茂す

るような沼沢域で優勢な出現の見られる沼沢湿地付着生種でもある。これに次いで、陸生珪藻の中で

も耐乾性の高い陸生珪藻A群のLuticolamutica、流水不定性で付着性のLuticolagoeppertiana、D伊loneβ

ovalis、流水性のMelosiravarians、AchnantJ問 infiata、止水性のNaviculas甲山itav訂 lanceolataなどが産

出する。

第7層は、多産種の消長が上記の下位層準試料と異なるが、水生珪藻と陸生珪藻とが混在して

いる点で同様で、あるO 主要種は、陸生珪藻A群のLuticolamutica、Hantzschiaamphio砂s、陸生珪藻B

群のEunotiapraerupta var. bidensが約10%と多産する。水生珪藻で、は、流水不定で、付着性のAmphora

copulataが多産し、好流水性でイ寸着性のAchnanth釘 infiata、Planothia山 nlanceolatum、流水不定性で付着

性のCraticulacuspidata、Eunotiapectinalis var. undl山taなどを伴う。

3 )花粉分析

結果を表5、図23に示す。調査を行った全層準から花粉化石が多産する。

花粉化石群集は、いずれの層準も草本花粉に比べ木本花粉の占める割合が高い。花粉化石群集は、

第10層と第9層を境にして大きく変化する。第10層より下位層準では、モミ属とアカガシ亜属が約

20%、ツガ属、マツ属、スギ属、イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ科、コナラ亜属が約10%程度産出するが、

際だ、って多い種類は認められない。このうちスギ属 ・マツ属は第10層に向けて増加傾向を示している。

第9層 ・第7層では、マツ属が増加し、特に第9層では木本花粉全体の半数を占める。マツ属の増

加に伴って、 他の種類は相対的に減少するが、特に第7層ではモミ属の減少が著しい。

草本花粉は全体的に少ないが、イネ科やカヤツリグサ科、ヨモギ属など風媒花の花粉化石が多い。

また、量は少ないが、ガマ属、ミクリ属、ミズワラビ属、サンショウモなと守の水生植物もみられる。
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表5 花粉分析結果

種 類
層名

第7層 第9層 第1O~ 第12層 第13層 第15層

木本花粉

マキ属 2 l 2 l 

モミ属 12 73 63 80 64 56 

ツガ属 15 17 20 19 8 14 

トウヒ属 5 l 

マツ属単維管東亜属 2 l 

マツ属複維管束亙属 23 40 15 19 7 16 

マツ属(不明) 52 82 30 9 18 12 

コウヤマキ属 9 3 l 5 6 

スギ属 44 17 37 18 25 14 

イチイ科 イヌガヤ科ーヒノキ科 10 13 13 51 27 

ヤナギ属 l 2 

ヤマモモ属 2 l I 

サワグルミ属ークルミ属 3 4 2 

クマシデ属ーアサダ属 3 5 7 9 

カバノキ属 l 

ハンノキ属 2 2 2 2 2 

ブナ属 2 2 5 

コナラ属コナラ!IE属 5 l 11 13 17 21 

コナラ属アカガシ ~I[属 66 25 50 48 50 

シイ属 7 2 2 

ニレ属 ケヤキ属 2 5 8 6 

エノキ属 ムクノキ属 2 

シキミ属 l 

キハダ属 l 

モチノキ属 l 

カエデ属 l 

トチノキ属 l 

シナノキ属

ウコギ科 2 i 

トネリコ属

革本花粉

ガマ属 l 5 l 

ミクリ属

オモダカ属 2 

イネ科 25 5 28 9 5 5 

カヤツリグサ科 6 l 13 l 3 

ホシクサ属 l 

クワ干十 2 

サナエタデ節ーウナギツカミ節 2 2 6 l 

アカザ科 l 

ナデシコ科 2 

コウホネ属 l 

アブラナ科 l 

ワレモコウ属 l 

マメ科 l 

ヨモギ属 22 l 3 

不明花粉

不明花粉 3 l 2 3 

シダ類胞子

イノモトソウ属 5 

ミズワラビ属 2 l 

サンショウモ l 

他のシダ類11包子 139 63 23 52 34 50 

合 計

木本花粉 262 242 228 246 276 241 

革本花粉 60 12 49 20 10 8 

不明花粉 l 3 l 2 3 

シダ類胞子 144 65 24 53 35 52 

合計(不明を|徐<l 466 319 301 319 321 301 
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表6 葉同定結果

分類群 部位 状態 個数 備考

針葉樹

モミ ~ 完形

破片(先端部) 2 

モミ 属 主荘 完形 10 

破片 (先端部) 21 

破片 (基部) 12 

ツガ 当主 完形 5 

破片 (基部)

ヒノキ 校条 完形 13 十字対生する 4枚の業を l個と数える

イヌガヤ 葺E 破片 (基部)

カヤ 業 完形

破片 (基部) l 

広葉樹

イチイガシ 身を 完形 8 
破片(先端部) 8 
破片 (基音Ii) 19 
破片 9 

アラカシ .，距 破片 3 
アカカ'シ? 葉 破片(基部) 2 

シイ属 一栄 破片 (基部) 4 

破片 3 
不明 葺さ 破片 (基部)

業以外で確認された分類群

広葉樹

アラカシ 果実 fd斗 完形 l 

アカ ガシ亜属 果実 破片 l 

殻斗 完形 2 
アカガシ亜属玉体 雄花序 破片 16 花粉隊認、他にコナラ亜属花粉、シイ属花粉を含む

クリ 果実 破片 l 

クワ属 核 完形

カジノキ 核 完形

クスノキ 果実 ・稜子 完形 l 

マタタピ近似種 極子 完形

カラスサごンショウ 積子 破片

カエデ属 (2タイプ) 果実 3 
ムクロジ yJJ果

トチノキ 果実 破片

ミズキ 核 破片

トネリコ属 果実 完形 l 

革本

アゼスゲ類 果実 完形 l 

ミゾソパ近似極 果実 完形

タデ属(2商) 身史実 l 

ナデfシコ科 綾子 完形

ヒユ科 種子 完形 i 

エノキグサ 種子

ミツガシワ 種子 3 
辞苔類 枝 ・業 20+ 

昆虫類 3 

4)葉同定

結果を表6に示す。裸子植物6分類群(常緑針葉樹のモ ミ、モミ属、ツガ、ヒノキ、イヌガヤ、カヤ)

68個、被子植物4分類群(常緑広葉樹のイチイガシ、アラカシ、アカガシ?、シイ属)57個、計125個の

葉遺体を抽出同定した。また、広葉樹の葉 l個が同定できなかった。

葉以外の大型植物遺体では、広葉樹のアラカシの果実 ・殻斗、 アカガシ亜属の果実、殻斗、アカガ

シ亜属主体の雄花序(内部に花粉を確認、他にコナラE属花粉やシイ属花粉を含む)、クリの果実、ク

ワ属の核、カジノキの核、クスノキの果実・種子、マタタピ近似種の種子、カラスザンシ ョウの種子、

2タイプのカエデ属の果実、ムクロジの幼果、 トチノキの果実、ミズキの核、 トネリコ属の果実、草

本のアゼスゲ類の果実、 ミソヘノパ近似種の果実、タデ属(2面)の果実、ナデシコ科の種子、ヒユ科の
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種子、エノキグサの種子、ミツガシワの種子、辞苔類の枝 ・葉、昆虫類などが確認された。

本分析で同定された葉遺体各分類群の写真を図版15に示し、形態的特徴等を以下に記す0

・モミ(AbiesfirmaSieb. et ZUCc.) マツ科モミ属

第3Eii'i 結果

針葉は灰~黒褐色、長さ O.8~ 3 cm、最大I/Ji'i¥は先端部近くで2~ 3 mm程度の線形で、偏平。先端部は

鈍頭または凹頭。若木では2裂して尖る。基部はねじれるように模形に細まり 、葉痕(茎に接着する

部分)は吸盤状。葉表面には中肋に沿って凹む溝があり 、裏面の溝の両側に灰白色の気孔帯が配列する。

本分析では、先端部が尖る個体をモミとし、他をモミ属にとどめている。本地域の分布を考慮すると、

モミである可能性が高い。

・ツガ(Tsug，αsieboldiiCarriere) マツ科ツガ属

針葉は灰黒褐色、長さO.8~ 2 cm、最大11I面は先端部近くで1.5~2 . 5mm程度の偏平な線形。 先端部は鈍

頭またはわずかに凹頭。基音1)は襖形に細まり、長さ 1~ 1.5mmの柄が葉に直角に曲がる。葉表面には

中肋に沿って凹む溝があり 、裏面の溝の両側に灰白色の気孔帯が配列する。

・ヒノキ(Chamaecyparisobtusa (Sieb. et Zucc.) EndU ヒノキ科Jヒノキ属

枝条は灰黒褐色、4枚の鱗片状の葉が十字対生して茎を包む。枝条の残存長は2.5cm程度o 1対の長

さは 2~ 3 mm、l隔は 2~2.5mm程度。 側部は楕円形で先は内曲し、面部は菱形で鈍頭~鋭尖頭。

・イヌガヤ(Cephalotωcusharringtonia (Knight) K. Koch) イヌガヤ科イヌガヤ属

針葉は灰褐色、残存長1.3cm、i/Ji'i¥4 mm程度の偏平な線形。針状に短く尖る先端部を欠損する。基部

はねじれるように模形に細まり、葉痕(茎に接着する部分)は切形。葉上面は突出し、裏面には中肋の

両側に灰白色の幅広い気孔帯が配列する。

カヤ(Tomのlanuc仲間(L.)Sieb. et Zucc.) イチイ科カヤ属

金|葉は淡灰褐色、長さ 2~ 3 cm、最大幅は基部近くで2~ 3 mm程度の偏平な線形。先端はイヌガヤ

より鋭く尖る。基部はねじれる ように模形に細ま り、葉痕は切形。葉上面は突出し、裏面は中肋の両

側に灰褐色でイヌガヤより狭い気孔帯が配列する。

・イチイガシ(Quercusgilva Blume) ブナ科コナラ属アカガシ亜属

葉は厚い革質。表面は灰黒褐色、裏面は灰黄褐色で星状毛が密生する。葉身は倒披針形または広倒

披針形。 先端部は鋭尖形、 基部は広い喫形で葉柄がある 。 葉の長さは3.5~ 1 0cm、葉幅は先端部に近

い部分で最大となり 、1.5~2.5cm程度。 葉柄は 1 ~ 1.5cm程度。葉の下半部は全縁、上半部は2次脈が

葉縁に到達する部分に鋭い鋸歯がある。 2 次脈は10~15対が l 次脈に対して鋭角に配列し、葉縁に到

達する。各2次脈は直線的で、平行に配列する。3次脈は2次脈にほぼ直行し、上下の 2次脈に到達し、

連結するO 各3次脈も直線的で平行に配列する。葉裏面では 2次脈、3次脈が明瞭。4次脈は3次脈に、

5 次脈は 4 次脈にほぼ直行し、 4~5 角形の微細な網目模様を形成する。

・アラカシ(Quercusglauca Thunberg) ブナ科コナラ属アカガシ亜属

葉は革質。イチイガシよりもやや薄い。表面は茶~黒褐色、裏面は灰茶~灰黒褐色。葉身は倒卵状

長楕円形または長楕円形。 鋭尖形の先端部と広い模:fr~で葉柄がある基部を欠損する 。 残存長は 7 cm程

度。葉幅は半分付近で最大となり、 4.8cm程度。葉縁は、上半部113の2次脈が葉縁に到達する部分に
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第W章 自然科学分析

やや鋭く低い鋸歯があり、下半部は全縁。残存する 2次脈は 9対で、 l次脈に対して鋭角に配列し、

葉縁に到達する。各2次脈は直線的で平行に配列する。3次脈は2次脈にほぼ直行し、上下の 2次脈

に到達し、連結する。各3次脈も直線的で、平行に配列する。4次脈は3次脈に、5次脈は4次脈にほ

ぼ直行し 、 4~5 角形の微細な網目模様を形成する 。

・アカガシ(Quercusacuta Thunb. ex Murray)? ブナ科コナラ属アカガシ亜属

葉は厚い革質。表面、裏面ともに黒褐色。葉身は楕円形または長楕円形。尾状に細くなる先端部を

含む上半部を欠損する。基部は広い模形で葉柄がある。残存長は3.7cm、残存幅は 3cm程度。葉縁は全縁。

葉脈は、イチイガシやアラカシよりも不明瞭で、シイ属よりも明瞭である。残存する 2次脈は3対で、

l次脈に対して鋭角、直線的で平行に配列する。3次脈は不明瞭。

-シイ属ブナ科シイ属

葉は厚い革質。表面、裏面ともに黒褐色。葉身は楕円形または長楕円形。尾状に細くなる先端部

を含む上半部を欠損する。基部はやや広い模形で葉柄がある。葉の残存長は 3cm、残存幅は3.2cm、

葉柄の長さは1.5cm程度。葉縁は全縁。葉脈は不明瞭。残存する 2次脈は4対で、 l次脈に対して鋭

角、直線的で平行に配列し、葉縁近くで湾曲して上下の 2次脈に連絡する。3次脈は上下の 2次脈に

到達し、連結するものとしないものがある。シイ属は、スダジイ(c.sieboldii (Makino) Hatusima ex 

Yamazaki et Mashiba)とツブラジイ(c.cuspidatα(Thunb. ex Murray) Schottky)の2種がある。図鑑

類では、ツブラジイの葉はスダジイよりも小さく薄いと記されているが、葉遺体から特定するには至

らず、シイ属にとどめている。
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第4節考察

1)調査地の堆積環境

ここでは、調査地点における堆積層の層相(分析試料と調査時断面拡大写真に基づく)および珪藻化

石群集に基づいて、調査地の堆積環境の変遷について検討する。

最下位の堆積物である第15層は、生物擾乱が著しい中粒砂 ・極粗粒砂 ・細磯 ・泥混り細粒砂からな

るO 本層から産出する珪藻化石は保存状態が悪く、完形殻の出現率は20%程度と低かった。珪藻化石

は、堆積後に好気的環境下で大気に曝される堆積物や、沿岸の波打ち際や、不安定な汽水域などの堆

積物で保存状態が悪く 、堆積後に分解されやすい傾向にある。産出種の構成をみると、内湾指標種群

である Cyclotellastriata -C. s沙IOnlmが優占し、同じく内湾指標種のParaliasulcata、海水泥質干潟指標

種のGif.feniacocconeiformisなどを伴うことが特徴である O これらの層相および珪藻化石の産状に基づ

くと、第15層形成期の調査地は内湾水の影響を受ける潮間帯の堆積環境で、あったと考えられ、河口域

の干潟が拡がっていたことが推定される。形成年代は、本層直上の第14b層中の植物遺体の14C年代か

ら、 2850年前以前と推定される。

第14層は植物遺体およびその葉層を挟在する、生物擾乱が著しい淘汰の悪い中粒~細粒砂質泥~泥

質細粒砂からなり、植物葉 ・枝などを多く含む。最上部には部分的に斜交葉理をなす中粒~細粒砂が

確認されるO このような層相から、第14層は河川堆積物が流入する、河口干潟のような堆積場であっ

たことが推定される O また、泥勝ち、砂勝ちの層準が存在するが層界は明瞭でない。これは、河川か

ら供給された堆積物が波力により再移動したためと考えられる。第14b層に挟在する樹木葉の放射性

炭素年代測定値は、補正年代値で2850::t:20y.B.P.、暦年較正(2σ確率l位)でcalBP 3039-2916 

を示した。この年代値は、畿内の縄文時代・弥生時代の土器付着物などの年代測定結果[西本豊弘編

2006・2007Jに基づくと、縄文時代晩期前半の年代に比定される。したがって、縄文時代晩期前半の

調査地は河口干潟のような堆積場であった。

第14層の上位に累重する第13層では層相が大きく変化し、細粒砂と有機質泥の砂泥互層からなる。

上位層準から連続する根成孔隙などの生物擾乱により、葉理は不連続になっており、上部ほどその傾

向が顕著で、ある。第13層の上位の第12層も有機泥からなるが、生物擾乱が著しく 、初生の堆積構造は

確認されない。一方、第13・12層の珪藻化石群集は、海水砂質干潟指標種のOpephoramar引が多産し、

Petroneis marina、Diploneissmithii、Diploneissmithii v訂 .pumifaなとJの海水泥質干潟指標種群、汽水泥質

干潟指標種のPseudopodosira加sugii、海水砂質干潟指標種のAchnanthω brev伊ωv訂 intermediaを伴うこ

とが特徴である。このうち Opephoramartyiは河川の影響を強く受ける潮間帯などで特徴的に産出する

ことが知られている。また、淡水生種とされたPseudostaurosirabrevistriatαは、付着性で、中汚濁耐性種[小

林ほか2006Jとされ電解質の多い水域に生育するが、[小杉1988Jの環境指標種群の区分に従えば塩分

濃度12~ 2 %の汽水化した塩性湿地などの泥に付着生育する汽水泥質干潟指標種とされている O 以上

のことから、第13・12層形成期も潮間帯の堆積環境で干潟であったが、第14層のような河川の影響や
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第W章 自然科学分析

波力の影響は受けなくなっている。おそらく、水深の浅い沼沢地のような堆積場で、第12層形成期に

は潮上帯のような堆積場に変化したと推定される O このような第14層から第13層にかけての堆積環境

の変化については、調査地周辺の地形変化を踏まえた評価が今後必要である。

弥生時代中期の第11層は灰色を呈する泥層からなり、上部では有機質含量が増し、生物擾乱が顕著

となる。さらにその上位には第10層は黒泥が累重する。このような層相変化から、第11層形成期に

は細粒な氾濫堆積物が流入する沼沢地の堆積環境に変化し、第10層形成期には土壌生成が進行する時

期を挟在する湿地へ変化したことが推定される。第10層中の珪藻化石群集は、沼沢湿地付着生種の

Eunotia praerupta v訂• bidensの多産により特徴づけられ、 Luticolamuticaなどの陸生珪藻を伴っていた。

このような群集組成からは、土壌生成が進行する時期を挟在する湿地のような堆積場が想定され、層

相から推定される堆積環境と調和的である。

第 9~8 層は、生物擾乱等の影響により初生の堆積構造が乱れているオリーブ灰~灰色を呈する泥

からなる。第9層の珪藻化石群集は第10層と同様に陸生珪藻と水生珪藻が混在する群集からなる。こ

れらのことから、第9層形成期には、基準面が上昇傾向にあり、氾濫堆積物が流入する乾燥する時期

を挟在する沼沢地のような堆積場に変化したことが推定される。

第7層は、葉理が発達する細粒砂の薄層や植物遺体葉理や砂質泥を挟在する細粒砂からなる O 一方、

第7層の珪藻化石群集は、第10層と第9層と大きな変化は認められなかったが、化石の保存が悪かっ

たこと、流水性種を伴っているなど、多少の差異が確認される O このような層相および珪藻化石群集

から、第7層形成期には調査地の基準面が上昇し、氾濫堆積物が流入する氾濫原の堆積環境に変化し

たことが推定される。また、第7層の上位の第6・5層は葉理をなす砂層からなることから、第9層

形成期以降の基準面上昇傾向は第6・5層形成期まで継続していたことが推定される。その後、調査

地は離水し、耕作地として土地利用されるようになったことが推定される。

以上、今回の調査地では、縄文時代晩期前半頃に河川堆積物が流入する河口干潟は拡がっており、

その後、弥生時代中期までの聞の時期に汽水の沼沢地に変化した。弥生時代中期以降は汽水の影響を

受けなくなり、植生に覆われる湿地、飛鳥時代頃まで沼沢地であったことが推定される。飛鳥時代以

降になると、氾濫堆積物が流入する氾濫原の堆積環境に変化したことから、周辺での土砂流出の増大

が推定される。このような堆積環境は、[越哲済2003Jにより復元されている大阪平野の古地理図とも

調和的であり、縄文時代晩期~弥生時代前期の干潟に供給された河川堆積物は、上町台地や河内台地

に端を発する流路からもたらされたもので、調査地が河内湖に閉口する場所に位置していたことが推

定される。

2 )古植生変遷

ここでは、上述の層相および珪藻化石群集から推定される堆積環境に基づく 、花粉化石群集の形成

過程(タフォノミー)を捉え、古植生に関する検討を行う O

第15層は干潟の堆積環境で形成された堆積物であることから、花粉化石群集は集水域の広い範囲よ

り運搬堆積、飛来したものからなると判断される。したがって、反映している植生の範囲は広域であるO
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産出種類構成から、干潟後背の氾濫原から台地にかけては、常緑広葉樹のアカガシ亜属、落葉広葉樹

のコナラ亜属・ニレ属ーケヤキ属、温帯針葉樹のモミ属、ツガ属、マツ属、イチイ科一イヌガヤ科ー

ヒノキ科などが生育していたと推定される O

第14層も河口干潟の堆積環境が推定される。本層中の植物遺体は、河川堆積物とともに水流により

運搬堆積したものと判断される。産出した葉の種類構成をみると、針葉樹のモミ、モミ属、ツガ、ヒ

ノキ、イヌガヤ、カヤ、常緑広葉樹のイチイガシ、アラカシ、アカガシ?、シイ属が確認されている O

針葉樹の葉は小さいため物理的に強い点や、破片でも同定可能なことで検出されやすい。また、常緑

樹は革質で落葉樹に比べて残りやすい傾向があるO このことから、落葉広葉樹が生育していなかった

わけではなく、化石として残りやすい針葉樹や常緑広葉樹の葉が残った可能性が高い。葉以外の木本

類の大型植物遺体では、広葉樹のアラカシを含むアカガシ亜属、クリ、クワ属、カジノキ、クスノキ、

マタタピ近似種、カラスザンショウ、カエデ属、ムクロジ、 トチノキ、ミズキ、 トネリコ属といった

木本類の種実が産出する。これらの木本類には、成長が早く、氾濫等で、木の一部に傷害が生じた場合

でも萌芽による再生能力に優れるものも含まれる。これらは後背の氾濫原や流路沿いなどの植生を構

成しており、河川撹乱の程度の違いに応じて棲み分けていたものと思われる。一方、草本類では、ア

ゼスゲ、ミゾソバ近似種、タデ属、ナデシコ科、ヒユ科、エノキグサ、ミツガシワ等などが産出する。

このうち、アゼスゲやミツガシワは湿地に生育する種類である。ミソソパは小川や湖岸に生育する種

類である。タデ属にはアキノミチヤナギのように海岸に生育するものや、ミチヤナギのように荒れ地

に生育するものなどが含まれる。ヒユ科には沿岸部に生育するハマアカザ、日当たりの良い原野や林

縁に生育するヒナタイノコヅチ、日陰に生育するイノコヅチなどが含まれる。エノキグサは原野に生

育する。これら草本類は後背の氾濫原の植生を構成する要素であったとみられる。なお、ミツガシワ

は寒冷地の湿地に生育する多年草である。古い地層からの再堆積でなければ、氷期からの遺存種とな

り、縄文時代晩期前半に集水域に生育していたことになる。なお、上・下位層準の花粉化石群集で産

状が目立つスギ属やマツ属は種実遺体では検出されないが、これらは風媒花の中でも花粉飛散量が膨

大であることから、遠来からの花粉化石が運搬されるなどして、周辺植生にくらべて花粉化石の比率

が高くなっていると考えられる O

第13. 12層は水質が汽水からなる浅い沼沢地の堆積環境下で形成された堆積物である O 花粉化石群

集は集水域の広い範囲の植生を反映していると思われるO 種類構成をみると、モミ属、アカガシ亜属、

ツガ属、マツ属、スギ属、イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ科、コナラ亜属が検出される。いずれも風

媒花であり、花粉生産量が多い種類である。特に優勢な種類がみられないのは、集水域から花粉化石

がもたらされるため、広範囲の植生を反映するようになった結果、組成が平均化されたと考えられる O

産出した樹木が後背地に生育しており、基本的には第14層形成期と類似した植生が推定される。また、

草本花粉をみると、量は少ないがガマ属やミクリ属、サンショウモなとεの水生植物も検出され、周辺

の沼沢域に生育していたと考えられる O

第10層は土壌生成が進行する時期を挟在する湿地の堆積環境が推定されることから、花粉化石群集

は局所的な植生も反映していると判断される。下位の第12層の群集組成と比較すると、草本花粉の占
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第W章 自然科学分析

める割合がやや増加しているが、これは調査地近辺において草地領域が広がったことを示唆する。ま

た、この時期には二次林の代表的な樹種である、マツ属(複維管束亜属を含む)が漸増開始し、第9層

で急増している。河内平野では、地点により多少の差異があるが、古墳時代以降にマツ属が増加傾向

に転じる場合が多い。しなしながら、古代以前の時期に第9層のような高率産出する事例は存在しな

い。第9層でのマツ属の増加は、調査地近辺の氾濫原においてマツ属が生育していたことを示してい

る可能性がある O このようなマツ属の増加の原因については、地形変化のほか、堆積層の年代を踏ま

えると人為的植生撹乱などが考えられる。

上述してきた、第15層から第7層にかけての一連の花粉化石群集の変化は、宮ノ下遺跡や池島福万

寺遺跡をはじめ、河内平野中心部から生駒山西側にかけての遺跡における花粉分析結果[辻本裕也ほ

か1996J・[パリノ ・サーヴェイ株式会社2007Jなどと概ね一致した傾向を示している。しかし、今回

の調査地点ではモミ属 ・ツガ属 ・マツ属 ・スギ属 ・イチイ科一イヌガヤ科ーヒノキ科といった、撹乱

地を更新適地とする、温帯針葉樹を含む分類群の産出率が高い。これは集水域の植生の違いを反映し

ている可能性がある。
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第V章調査成果の検討

1)明治時代の地図と江戸時代の絵図に描かれている中川遺跡周辺のようす

中川遺跡は明治時代の地図では、 中川村と猪飼野村に挟まれたほぼ中央に位置し、平野の中でも低

地部に位置している(図25)。

『大阪史蹟辞典Jによれば「中JlIJは江戸時代からの村名で、平野川の分流「中ノ )I[Jという細流が昔

流れていたこ とからできた地名であると言われている[三善貞司1986J0 r大阪府の地名』には、 「中川
村」は現在の生野区中川東一~二丁目、中川二~五丁目、新今里三~五丁目がその範囲とされており 、

平野川の支流の川が村内を南から北へ流れており、これが「中ノ)I[Jであると言われている[下中直也

1988Jo I中ノJlIJは、明治時代の地図では中川村♂の西部を北西に流れ、平野JlIと本荘村付近で合流し

ていた。両岸の自然堤防上には中川村をはじめ、矢柄村、西足代村、大友村などの集落が南北に点々

と存在し、各集落の周りには水田や

畠が拡がっている状況が地図で、は読

み取れる(図25)。これらのことから、

現在、中川二丁目の東約250mには、

南東から北西に緩やかに蛇行し通る

道路があり、この道路が平野川の分

流の「中ノJIIJに相当すると考える。

平野川と平野川分流路が生野区内

を北へ流れており、現在では護岸工 y 
事が行われ、ほほ直線に延びる形状

を呈している。かつての平野川は今

よりもず、っと)111隔がひろく 、支流と

の合流をくりかえしながら低湿地を

蛇行していた。明治の地図にはその

蛇行部分が見られ、特に小路村、岡

村、猪飼野村付近では大きく曲がっ

ている ことが確認できる(図25)。ま

た、江戸時代の弘化二年(1845年)弘

化改正大坂細見図[玉置豊次郎1980J

(図24)の絵図にもこの辺りで蛇行し

ていることが読み取れる。

中川遺跡• 

ー、， 
d 

図24r弘化改正大坂細見図j(に加筆)

F
h
d
 

A
守



第V章 調査成果の検討

絵図の中には岡山という地名が記載されているが、この地名は5世紀前半に築造された前方後円墳

の御勝山古墳[大阪市史1988Jのことであり、平野川はその古墳の東側を蛇行し北へ流れていたことが

判る。

ちなみに、絵図の猪飼野村の西側の平野川に架かる橋には「ツルノハシJ(図24)と記載されており、

。

図25

図26 調査地周辺国
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現在の鶴橋の地名のもととなったと言われている[大阪市文化財協会1997]。

また、 『大阪史蹟辞典』によれば、この地域には1591年に当地へ移転してきた光泉寺をはじめ専光寺、

幸教寺、円照寺、永照寺、大阪善光寺などの寺院が存在していると記載されている[三善1986]。現在

の地図にも、今回の調査地を中心とした半径400m内に上記の寺が記載されている(図26)が、明治時

代の地図には寺や集落を示す記載が見当たらず(図25)、寺が存在していたことは読み取れない。

しかし、今回出土した中世の瓦(図10の4・5. 11 ~ 15) は、寺が存在していた可能性が高いことを

示していると推測でき、上記した寺の前身かまたは上記の寺とは関係のない他の廃寺となった寺が近

くに存在していた可能性があるといえよう。

近世から近代にかけては耕作地である地層を確認したことから、明治時代の地図の通り 、付近一帯

は田園地帯が拡がっていたようである(図25)。

2)弥生時代中期後葉の土器と周辺の同時期の遺跡について

第11層上面から出土した斐は、器壁の厚みは薄く、縦方向に密なヘラミガキを施すのが主な特徴で、

時期は弥生時代中期後葉の河内町一 l様式である(図18-24)。今回の調査ではこの聾 I点の出土にと

どまったが、近隣に集落が存在している可能性が高まった。

当遺跡の周辺では、中期後半の遺物が出土した宰相山遺跡[大阪市文化財協会2004a]が、また、 南

西へ約5kmには上町台地から派生する丘陵上に桑津遺跡[大阪市文化財協会1998]があり、 中期後半の

遺構や遺物が多く見つかった。北東へ約 2kmには東大阪市の宮ノ下遺跡があり、縄文時代晩期~弥生

時代中期に形成したセタシジミを中心とする淡水産の員塚が発見され、中期後半の掘立柱建物、杭列、

土墳などがあることが判った。また、鎌倉~室町時代の遺物も出土し、集落が存在していたと推測さ

れている[東大阪市教育委員会 ・東大阪市文化財協会1996]。宮ノ下遺跡は河内平野を北または北西へ

流れる長瀬川左岸にあり、また、同岸には縄文時代晩期から営みを開始する弓削ノ庄遺跡[大阪府文

化財センター2005]がある。弓削ノ庄遺跡では、縄文時代晩期から弥生時代前期前半の段階の集落と

弥生時代中期後半(第町様式)の墓域を確認している。このほか、楠根川水系で、は美園遺跡や山賀遺跡

などで弥生時代から始まる集落の存在が確認され、河内平野には多数の遺跡が存在していることが判

明している[大阪府教育委員会1987]。このことから平野川水系の微高地でも縄文時代晩期以降の集落

が存在していることが考えられる。

米作りを行うために低地部へ進出してきたと想像すれば、今後周辺で、水固などの生産遺構が見つ

かる可能性があり、また、 集落本体も近隣に存在していると予想される。
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第VI章 まとめ

弥生時代中期後葉以前

弥生時代中期以前の第15層は、生物擾乱が認められる干潟の堆積であった。以後、第14層の砂層が

1.0m前後堆積しており 、河川が南から北へ流れていたことが判った。急速な流れは終息に向かい、や

がて第13~ 11層のシルト質粘土~粘土が堆積し、 i帯水状態に変化し、湿地帯が拡がっていた。

弥生時代中期後葉

第11層の上面では弥生時代中期後葉の斐 l点が潰れた状態のまま出土した。このほかの弥生土器の

出土はなく、また、遺構の検出もなかった。湿地であったこの地に何らかの理由で持ち込み、廃棄し

たと推測される。このことから、当調査地の近隣に集落が存在している可能性が高いと思われる O

飛鳥時代~奈良時代

第10~ 8層は湿地性の堆積で、特に第10層は多くの植物遺体を含む暗色帯の古土壌である O 調査区

西部の第9層からは須恵器杯の完形品 I点と土師器斐の口縁部から体部にかけての部分が潰れた状態

でl点出土した。また、調査区ほほ中央では第8層から須恵器壷の高台と考えられる部分がl点出土

したが、当調査地には生活をしていた痕跡は見当たらなかった。出土状況から、この地へ足を遥び入

れていたことは間違いなく、近くに遺構が存在していると想像でき、この時期の人々の活動の範囲が当

遺跡まで及んで、いたとも考えられる。

平安時代末期

河川の氾濫による砂の堆積(第 7 ~5 層)で奈良時代の湿地帯は埋没し、 平安時代末期頃には耕作地

が拡がる場所へと変化した。 耕作地は西が高く、東が低い地形で、比高が0.3~0 .4mあり、西側から

給水し、東側へ排水していることが判明した。ちなみに、中世、近世、近代もそれを踏襲している。

中世

第 3 層は13世紀~15世紀の作土で、調査地付近の一帯には耕作地が拡がっていたことが判った。 な

お、溝80304の南部からは、瓦器椀、瓦質土器羽釜、瓦の破片が少量で、はあるが出土したことから、

近隣に集落の存在が推定できる O

近世

第 2 層は近世の作土で、幅広のものもあるが、 111~W.5m前後の東西方向と南北方向に延びる溝を検出

した。東部は東西方向、中央は南北方向に分れていた。作物の種類による違いか、領地の管轄の違い

かは判然としないが、溝の方向が違うのは何かの区域分けが生じた結果と思われる。

近代

農業用水をi留めるために使用したものと思われる木桶を枠に使用した井戸を検出した。本来は第 l

層より上から掘り込まれたもので、時期は明治時代以降のものと思われる。
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Notes 
The following symbols are used to represent 

archaeological features. and others. in this text 

SD: Ditch 

SK: Pit 

SP : Small pit or Posthole 

SX: Other feartures 

NR: Natural Stream 

RUSSIA 
¥ 

L 
「

~ 

! ノノ i 

L ノ

/ 

ぐ

/'/ 
f 、
，町/

/ 

CHINA 

JAPAN 

o 500km 
巳ニ孟二孟孟孟孟孟耳

ザ

〆



Foreword 
Explanatory notes 
Acknow ledgemen t 

CONTENTS 

Chapter 1 Geographical Background and Previous research ・… ……H ・H ・-…・・…H ・H ・......... 1 

Chapter II Background and Progress of Research .....・H ・-…….....・H ・...........…H ・H ・...・H ・-….........5 

Chapter III Investigation Results …......・H ・......・H ・..……H ・H ・....・H ・...・H ・.....・H ・.....・H ・...・H ・..…H ・H ・......・H ・.........7 
S.1 Stratigraphy 
S.2 Features and Artifacts 
1) Features and artifacts of the final phase of the Heian period 
2) Features and artifacts of the Kamakura and Muromachi period 
3) Features and artifacts of the Early Modern period 
4) Features and artifacts of the Modern period 
5) Artifacts from the each stratum 

Chapter IV N atural scientific analysis …H ・H ・-… …H ・H ・-…・・…H ・H ・...........・H ・-…H ・H ・-…H ・H ・-…H ・H ・.............27 
S.1 Analysis samples 
S.2 Analysis method 
1) Radio-carbon dating 
2) Diatom analysis 
3) Pollen analysis 
4) Identification of leaves 
S.3 Analysis results 
1) Radio-carbon dating 
2) Diatom analysis 
3) Pollen analysis 
4) Identification of leaves 
S.4 Examination 
1) Depositional environment 
2) Changes of paleovegetation 

Chapter V Examination on excavation results.....・H ・.........…-… .. ・・ ・・ … ・・ … ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・ ・・・・ ・・… 45 
1) Nakagawa site and its surrounding area in the pictorial diagram of the Edo and 
map of the Meiji period 
2) Pottery of the latter half of the Middle Yayoi period and contemporary site in the 
surrounding area 

Chapter VI Conclusion ........……..・..…............ー..ー・……-…......一..………M ・M ・-…・-……………H ・H ・...49



References and Bibliography .......・H ・........・H ・..・....・H ・… ……・・……H ・H ・...・H ・-……・・H ・H ・-…………・…H ・M ・-… 50 

English Contents 

ー 11-



報告書抄録

ふ り がな なかがわいせきはつくっちょうさほうこく

書 名 中川遺跡発掘調査報告

編著者名 西村公助.{，度遅晴香

編集機関 財団法人 大阪市博物館協会大阪文化財研究所

所 在 地 干540-0006 大阪市中央区法円坂1-1 -35 TEL.06-6943-6833 

発行年月日 西暦 2012年3月30日

ふり がな ふりがな
コード

所収遺跡名 所在地 市町村 泣跡番号

北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

なかがわいせき お大おがさ阪かわ市L2生いち丁くょ野うの目め区〈 340 1350 20100518 遺跡内容の確認
中川遺跡

中川2
27116 39' 32' ~ 780 rrf 

36" 33" 20100828 調査

所収遺跡名 種目Ij 主な時代 主な遺構 主な遺物

弥生時代中期 弥生土器

中川遺跡 集落
古代 土師器・須恵器

中世 Iiヰ 丸瓦 -平瓦 -瓦器 ・土師器

近世 溝 -耕作痕 土師器 -陶磁器

近代 井戸 ガラス製おはじき
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を収録する。今回の調査地では、弥生時代中期以前には干潟が存在し、同時代以降、飛

鳥時代頃までは河川が流れていた。その後、泥状の堆積が見られたことから、奈良時代 |

には付近一帯には湿地帯が拡がっていた。その後、ふたたび河川の氾濫による砂の堆積 l

で湿地帯は埋没し、平安時代末期頃には耕作地が拡がる場所へと変化 していった。以後、

近代までは作土層を確認しており、調査地付近の一帯には耕作地が拡がっていたことが
要 約

判った。

平安時代末期の耕作地は西が高 く、東が低い地形で、比高がO ，3~0 .4mあり、中世お

よび近世、近代もそれを踏襲している地形であった。

なお、中世の溝の中からは瓦の破片が出土 していることから、 寺院などに関連する施

設が近隣に存在していた可能性が推測される。
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